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C O N T E N T S

例
年
、
大
田
原
本
校
に
あ
る

９
学
科
の
対
抗
戦
で
行
わ
れ
る

運
動
会
に
、
今
年
は
初
の
試
み

と
し
て
小
田
原
保
健
医
療
学
部

か
ら
精
鋭
１
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
予
定
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
小
田
原
に
お

け
る
麻
疹
流
行
の
影
響
で
、
や

む
な
く
断
念
と
な
り
、
例
年
通

り
９
学
科
対
抗
で
行
わ
れ
た
。

馬
と
び
の
要
領
で
腰
を
か
が

め
た
仲
間
の
背
中
を
渡
り
、
ゴ

ー
ル
へ
と
向
か
う
「
栄
光
の
架

け
橋
」
や
一
心
不
乱
で
か
ご
に

向
け
、
玉
を
投
げ
入
れ
る
「
私

の
想
ひ
を
ウ
ケ
ト
メ
テ
」
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
競

技
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
一

致
団
結
し
、
優
勝
め
ざ
し
て
奮

闘
し
た
。

運
動
会
最
後
の
種
目
、
学
科

対
抗
リ
レ
ー
で
盛
り
上
が
り
は

最
高
潮
に
。
全
競
技
終
了
後
、

閉
会
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の

優
勝
の
栄
冠
に
は
作
業
療
法
学

科
が
輝
い
た
。
実
行
委
員
長
か

ら
の
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
無

事
に
運
動
会
を
や
り
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
の
挨
拶

の
あ
と
、
三
本
締
め
で
運
動
会

は
幕
を
閉
じ
た
。

学科の個性が光る『応援合戦』
お昼休みを使って行われた『応援合戦』では、各学科が趣向を凝
らした衣装をまとい、流行の曲に合わせダンスしたり、パフォーマ
ンスを繰り広げたりと練習の成果を披露した。
『応援合戦』の結果は、揃いのはっぴを身にまとい“よさこいソ
ーラン節”を演舞した看護学科が今年度の１位となった。第

12
回

運
動
会

１位　作業療法学科
２位　医療経営管理学科
３位　理学療法学科
４位　放射線・情報科学科

５位　医療福祉学科
６位　視機能療法学科
７位　薬学科
８位　言語聴覚学科
９位　看護学科

青空に舞う紅白の玉。

１：入場行進　２：学科のた
めなら、先生も走ります。
３：一致団結、「栄光の架け
橋」を渡りきるぞ～！　
４：息を合わせ、3分間飛び
続ける『3分間ジャンプ』。飛
ぶのも、縄を回すのも大変。

1 2 3

4

5月26日(土)、大田原本校のグラウンドにおいて第12回運動会が行われた。
前日の大雨の影響でグラウンドでの開催が心配されたが、

朝には雨もすっかりあがり、五月晴れの良い天気に恵まれた。

第
12
回

運
動
会

学
科
対
抗
リ
レ
ー
。
作

業
療
法
学
科
が
ト
ッ
プ

で
ゴ

ー
ル
！

■ 今 年 度 の 結 果 ■

写真右上：“よさこいソーラン節”を披露する看護学科。
写真左：理学療法学科は毎年恒例の衣装？で。
写真右下：練習の成果を発揮する瞬間。

ユ ニ フ ォ ー ム コ レ ク シ ョ ン
学科ごとに、おそろいのTシャ
ツやポロシャツを作りました！
特長あふれるユニフォームを一
部ご紹介します。
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平成19年度の広報委員会の委員は下記の通りです。
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育
の
理
想
と
し
て
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

▼
さ
ら
に
本
学
の
教
育
で
重
視
し
て
い
る
こ
と

の
一
つ
は
、
臨
床
教
育
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

大
学
構
内
及
び
周
辺
地
区
に
医
療
福
祉
施
設
を

整
備
し
て
お
り
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
教
育
の
現
場
の
中
に
医
療
や
福
祉
の
現

場
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
や
病
気
の

人
と
身
近
に
触
れ
合
い
、
将
来
の
医
療
福
祉
職

へ
の
よ
り
明
確
な
動
機
付
け
と
な
り
、「
共
に
生

き
る
社
会
」
を
身
近
な
も
の
に
実
感
で
き
ま
す
。

▼
学
部
に
入
学
さ
れ
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、

自
分
が
目
指
す
専
門
学
科
に
つ
い
て
の
知
識
や

技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
皆
さ
ん
は
将
来
、
医
療
や
福
祉
の
現
場

で
、
人
と
直
に
接
し
、
病
気
や
障
害
と
向
き
あ

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
病
に
苦
し
む

人
、
障
害
に
悩
む
人
と
同
じ
目
線
で
、
生
身
の

人
間
と
し
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

が
大
切
な
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
養
う
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

自
分
の
専
門
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
幅
広
い
教

養
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
常
に
命
の
尊
さ

を
思
い
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
気
持
ち
と

生
き
る
幸
せ
を
感
じ
る
心
を
養
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
学
生
生
活
は
大
学
で
の
授
業
や
勉
強
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
友
人
と
の
交
流
、
好
き
な
ス

ポ
ー
ツ
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
こ
の
大
田
原
の
地

域
の
人
々
と
の
親
睦
、
学
内
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
こ
の
時
期
に
何
か

一
つ
打
ち
込
め
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
、
学

業
以
上
に
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
学
業
と
の
両

立
を
心
配
す
る
よ
り
も
、
両
立
さ
せ
る
こ
と
の

努
力
に
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

▼
友
情
と
い
う
も
の
は
、
学
校
で
教
わ
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
友
情
の
意
味
を
学
ん
で

い
な
け
れ
ば
、
何
も
学
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
学
生
生
活
を

通
じ
て
、
友
情
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
宝
を

沢
山
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
筈
で
す
。
若
い
日

に
夢
見
た
理
想
や
目
的
を
大
切
に
心
に
と
ど
め
、

青
春
の
夢
に
忠
実
に
生
き
続
け
る
と
い
う
気
持

で
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
の
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
期

待
し
て
、
私
の
歓
迎
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

四
月
四
日
（
水
）、
平
成
十
九
年
度
小
田
原
保

健
医
療
学
部
・
大
学
院
の
入
学
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。
当
日
は
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
桜
も
満

開
の
中
、
絶
好
の
入
学
式
日
和
と
な
っ
た
。
真

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

新
入
生
は
期
待
と
不
安
が
入
り

混
じ
っ
た
表
情
で
、
入
学
式
場

で
あ
る
体
育
館
に
進
み
、
晴
れ

の
式
典
に
臨
ん
だ
。

入
学
式
で
は
谷
修
一
学
長
が

ま
ず
「
国
際
医
療
福
祉
大
学
で

医
療
福
祉
の
専
門
職
を
目
指
す

こ
と
を
選
択
さ
れ
た
皆
様
を
歓

迎
し
ま
す
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

伝
え
た
。
そ
し
て
、「
病
気
に

苦
し
む
人
、
障
害
の
悩
み
に
苦

し
む
人
と
同
じ
目
線
で
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
豊
か
な
人
間

性
を
も
つ
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
式
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
小
澤
・
小
田
原
市

長
、
原
・
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
次
に
理
学
療
法
学
科
の
田

代
寛
さ
ん
が
新
入
生
を
代
表
し
て
「
多
く
の
経

験
、
知
識
を
身

に
つ
け
、
微
力

な
が
ら
人
を
支

え
ら
れ
る
人
材

に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
」

と
、
医
療
福
祉

の
世
界
に
踏
み

出
し
た
意
気
込

み
を
「
誓
い
の

こ
と
ば
」
と
し

て
述
べ
た
。
引

き
続
き
大
学
院

新
入
生
を
代
表

し
て
保
健
医
療

学
専
攻
の
浅
田

啓
嗣
さ
ん
が
研
究
者
の
立
場
か
ら
「
誓
い
の
こ

と
ば
」
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
開
原
大
学
院
長
、

田
中
学
部
長
、
各
学
科
長
の
紹
介
が
あ
り
、
開

学
二
年
目
の
小
田
原
保
健
医
療
学
部
･
大
学
院

入
学
式
は
滞
り
な
く
終
了
、
新
た
な
年
度
の
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
（
学
務
課
　
村
山
京
三
）
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校
歌
斉
唱
後
、
谷
修
一
学
長
、
開
原

成
允
大
学
院
長
か
ら
の
式
辞
、
次
い
で
、

大
田
原
市
長
・
千
保
一
夫
氏
、
栃
木
県

知
事
・
福
田
富
一
氏
（
栃
木
県
保
健
福

祉
部
次
長
・
廣
澤
敬
行
氏
代
読
）
よ
り

来
賓
代
表
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い

て
、
新
入
生
を
代
表
し
て
放
射
線
・
情

報
科
学
科
の
大
浦
あ
ず
さ
さ
ん
が
「
多

く
の
人
の
支
え
と
な
り
、
医
療
福
祉
分

野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」、

大
学
院
新
入
生
代
表
の
植
松
朋
子
さ
ん

が
「
知
識
だ
け
で
な
く
、
思
い
や
り
な

ど
も
大
切
に
で
き
る
幅
の
広
い
医
療
福

祉
人
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
『
誓
い
の
言

葉
』
を
語
り
、
学
部
新
入
生
九
八
六
名
、

大
学
院
新
入
生
二
三
九
名
は
こ
れ
か
ら

の
大
学
生
活
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

最
後
に
、
谷
学
長
よ
り
各
学
部
長
、

学
科
長
の
紹
介
が
あ
り
、
式
は
幕
を
閉

じ
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
今
年
度
の
入
学
式

で
は
、
例
年
よ
り
早
く
キ
ャ
ン
パ
ス
を

彩
っ
た
桜
を
背
景
に
写
真
を
撮
る
新
入

生
た
ち
の
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

（
東
京
事
務
所
　
出
版
広
報
室
）

▼
本
日
入
学
し
た
学
部
学
生
は
九
八
六
人
、
大

学
院
生
は
二
三
九
人
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
中

国
、
韓
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
学
部
、

大
学
院
合
わ
せ
て
六
名
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
も

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
が
我
が
大

学
を
選
ば
れ
、
保
健
医
療
福
祉
の
専
門
職
を
目

指
す
と
い
う
選
択
を
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
教

職
員
を
代
表
し
て
皆
様
を
心
か
ら
歓
迎
し
、
御

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
国
際
医
療
福
祉
大
学
は
、
医
療
や
福
祉
の
専

門
職
の
地
位
の
向
上
と
高
度
な
教
育
、
そ
し
て

将
来
に
お
け
る
優
れ
た
指
導
者
が
必
要
だ
と
す

る
時
代
の
要
請
に
応
え
る
と
い
う
大
き
な
夢
を

も
っ
て
、
平
成
七
年
に
開
学
し
ま
し
た
。
学
生

の
教
育
に
関
し
て
は
、
開
学
以
来
、
病
め
る
人

も
障
害
を
持
つ
人
も
健
康
な
人
も
、
お
互
い
を

人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
あ
っ
て
生
き
る
こ

と
を
「
共
に
生
き
る
社
会
を
築
く
」
と
い
う
理

念
で
表
わ
し
、
こ
れ
を
全
学
科
に
共
通
す
る
教

4

Entrance
ceremony 

in 2007

式辞を述べる谷修一学長

平
成
十
九
年
度
入
学
式

四
月
五
日
（
木
）、
本
校
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
度
学
部
入
学
式
並
び
に
大
学
院
入
学
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。
コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で
始
ま
っ
た
入
学
式
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
新
入
生
を
は
じ
め
、
保
護
者
や

来
賓
な
ど
の
参
加
者
た
ち
は
美
し
い
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

大
田
原
本
校

小
田
原
保
健
医
療
学
部
入
学
式

学
長
式
辞
（
要
旨
）

谷
修
一
学
長

写
真
上
段：

大
田
原
本
校
入
学
式

写
真
下
段
左：

コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
る
校
歌
「
未
来
へ

の
扉
」
斉
唱
／
写
真
下
段
右：
「
誓
い
の
こ
と
ば
」

を
述
べ
る
大
浦
あ
ず
さ
さ
ん

校歌斉唱

小田原保健医療学部･大学院入学式

平成19年度新入学生概要

■学部生 1340名
［本校］ 986名
保健医療学部 604名
・看護学科 132名
・理学療法学科 102名
・作業療法学科 101名
・言語聴覚学科 97名
・視機能療法学科 47名
・放射線・情報科学科 125名
医療福祉学部 201名
・医療経営管理学科 95名
・医療福祉学科 106名
薬学部 181名
・薬学科 181名

［小田原キャンパス］ 159名
小田原保健医療学部 159名
・看護学科 57名
・理学療法学科 51名
・作業療法学科 51名

［大川キャンパス］ 195名
福岡リハビリテーション学部 195名
・理学療法学科 103名
・作業療法学科 51名
・言語聴覚学科 41名

■大学院生 239名
・保健医療学専攻修士課程 120名
・医療福祉経営専攻修士課程 59名
・臨床心理学専攻修士課程 18名
・保健医療学専攻博士課程 42名
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福
岡
県
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
は
平
成
一
七
年
四
月

に
開
設
さ
れ
、
今
回
、
三
期
生
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
年
度
よ
り
学
部
名
を
「
福
岡
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
」
と
改
称
し
、
ま
た
「
言
語

聴
覚
学
科
」
を
新
設
、
理
学
療
法
学
科
の
定
員
を

四
〇
名
か
ら
八
〇
名
へ
と
倍
増
し
、
新
校
舎
と
と

も
に
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
も
完
成
し
た
。

式
で
は
、
谷
修
一
学
長
が
「
豊
か
な
人
間
性

を
も
っ
て
命
の
尊
さ
、
な
お
か
つ
自
分
の
生
き

る
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
、
高
木

邦
格
理
事
長
は
「
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
医
療
福

祉
の
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
け
る
よ
う
、
共
に

や
っ
て
い
き
た
い
。
広
い
視
野
を
持
っ
て
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
た
。

続
い
て
新
入
生
を
代
表
し
て
、
言
語
聴
覚
学

科
の
福
田
翔
子
さ
ん
が
「
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
の
新
入
生
と
し
て
輝
か
し
い
ス
タ

ー
ト
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
大
き
な
喜
び
と

誇
り
を
感
じ
、
同
時
に
言
語
聴
覚
学
科
一
期
生

と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
ま
す
。
新
入
生
一
同
、
目
標
に
向
か
っ
て
一

所
懸
命
学
業
に
励
み
、
意
義
あ
る
大
学
生
活
を

送
り
ま
す
」
と
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
た
。

ま
た
大
学
院
新
入
生
を
代
表
し
て
、
原
麻
理
子

さ
ん
が
「
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
、
広
い
視

野
を
持
ち
、
社
会
的
意
義
の
あ
る
研
究
活
動
に

努
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
同
じ
く
「
誓
い

の
こ
と
ば
」
を
述
べ
た
。

式
終
了
後
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
Ｂ
棟
学
生

ラ
ウ
ン
ジ
で
、
言
語
聴
覚
学
科
開
設
記
念
祝
賀

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
植
木
光
治
大
川
市
長

を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
や
学
校
関
係
者
約
一

八
〇
名
が
臨
席
。
参
加
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
、
新
学
科
の
誕
生
を
祝
っ
た
。

（
広
報
　
吉
原
理
恵
）
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驂澤順一（やなぎさわ・じゅんいち）
①教授
②1957年12月14日
③ニューヨーク州立大学バッファロー校大学院教育学修
士課程修了
④英語教育学
⑤北陸大学未来創造学部教授
⑥英語　⑦多文化主義社会におけるヴィジブル・マイノ
リティのアイデンティティ保持
⑧石川県立大聖寺高校SELHi運営指導委員

■
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

新規着任教員紹介

金野柳一（こんの・りゅういち）
①教授
②1949年8月30日
③筑波大学大学院（生物科学研究科生物物理化学専攻）修了
④微生物学、分子生物学
⑤獨協医科大学医学部微生物学教室助教授
⑥疫学、微生物学、分子生物学
⑦D－アミノ酸とD－アミノ酸代謝酵素の生理機能の解明
⑧理学博士、D－アミノ酸研究会監事

■
基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

深浦順一（ふかうら・じゅんいち）
①言語聴覚学科長／教授
②1951年4月11日
③九州大学工学部機械工学科卒
④聴覚障害、音声障害
⑤佐賀大学医学部助手（言語聴覚士）
⑥聴覚障害学、音声障害学
⑦音声障害の評価と治療
⑧日本言語聴覚士会会長、日本音声言語医学会評議員

■
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

金澤一郎（かなざわ・いちろう）
①教授
②1941年6月20日
③東京大学医学部医学科卒
④大脳基底核･小脳疾患の臨床、中枢神経系の神経活性物
質の探索、神経疾患の遺伝子解析
⑤国立精神･神経センター総長
⑧宮内庁皇室医務主管、日本学術会議会長、国立精神･神
経センター名誉総長、東京大学名誉教授

■
大
学
院

安島智子（あじま・ともこ）
①医療福祉学研究科臨床心理学専攻主任／教授　②1947年8月12日　③お茶
の水女子大学大学院　④臨床心理学　⑤大阪樟蔭女子大学人間科学部教授　⑥
臨床心理学特論Ⅰ･Ⅱ、臨床心理面接特論Ⅱ、心理療法特論、臨床心理学査定演
習、心理学研究法特論、学校臨床心理学特論、臨床心理学特別研究　⑦「受胎から
死まで」、生涯発達臨床論に基づく臨床心理学的研究、組織の風土づくり、組織の
メンタルヘルスに関する臨床心理学的研究、暴力（いじめ、自殺、虐待、暴力）に関
する深層心理学的研究⑧日本遊戯療法学会理事長、日本精神衛生学会理事、日本
箱庭療法学会理事、日本心理学諸学会連合理事、国際ミソドラマ協会日本代表、
このはな児童学研究所代表、NPO法人フリースクール「このはな学舎」理事長

■
大
学
院

今田敬子（いまだ・たかこ）
①図書館副館長／教授　②1946年10月14日　③愛知淑
徳大学大学院　④図書館情報マネジメント、看護情報学
⑤上武大学看護学部教授　⑥看護情報学　⑦学生・大学
院生が質の高い文献活用ができるように、文献情報検索
指導を行うとともに、グループ全体の教員、医師、看護
師はじめ全医療従事者に対し、最新の有効な医療情報活
用環境を支援することにより、質の高い医療提供にも貢
献していきたい。⑧日本医学図書館協会評議員、日本看
護図書館協会研修委員長、図書館情報学修士

■
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

金出英夫（かないで・ひでお）
①教授
②1943年10月22日
③九州大学医学部医学科
④循環器内科学、循環薬理学、分子細胞情報学
⑤九州大学大学院医学研究院長･医学部長
⑧日本循環器学会評議員、日本動脈硬化学会評議員、医
学博士

■
大
学
院

若狭紅子（わかさ・こうこ）
①教授
②1955年2月25日
③聖路加看護大学大学院看護学研究科修士課程修了
④精神看護学　⑤東京女子医科大学看護学部助教授
⑥看護援助学　⑦看護職を含めたケアワーカーのメンタ
ルヘルス、発達段階に応じたメンタルヘルス教育のあり
方、患者の意思決定支援、精神看護における協働
⑧日本精神保健看護学会理事、精神看護専門看護師、看
護学修士

■
大
学
院

丸木一成（まるき・かずしげ）
①大学院教授・医療福祉学部医療経営管理学科教授
②1948年12月1日
③名古屋大学教育学部卒
④医療ジャーナリズム、社会保障制度論
⑤読売新聞医療情報部長、生活情報部長
⑥社会保障制度論、レポートライティング
⑦患者から見た「医療の質」
⑧国立国際医療センター倫理委員、東京都医療審議会委
員

■
大
学
院

岩本晃明（いわもと・てるあき）
①リプロダクションセンター副センター長･男性不妊部門長／教授
②1944年7月1日　③横浜市立大学医学部卒　④男性不妊症、生殖
内分泌学、アンドロロジー学、環境ホルモン　⑤聖マリアンナ医科大
学泌尿器科教授　⑥男性不妊症、生殖内分泌学、アンドロロジー学
⑦精子無力症の診断法の新規マーカおよび治療法の開発、精子形成
能の機序の解明、精索静脈瘤の造精機能障害の機序解明：基礎的臨床
的研究　⑧聖マリアンナ医科大学客員教授、日本生殖医学会生殖医
療指導医、日本泌尿器科学会専門医、日本性機能学会専門医、厚労省
内分泌攪乱化学物質の健康影響に関する検討委員会委員、医学博士

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

諌山照刀（いさやま・てると）
①整形外科／教授
②1951年8月10日
③日本医科大学医学部医学科卒　④整形外科学、なかで
も骨軟部腫瘍の診断と治療　⑤田主丸中央病院副院長　⑥
整形外科学　⑦骨軟部腫瘍の縮小治療法の開発、軟部肉
腫に対する化学療法の適応基準の確立、転移性骨腫瘍の
低侵襲性治療法の開発　⑧日本整形外科学会認定医、日
本リハビリテーション医学会認定医、日本癌学会会員、
Member of Orthopaedic Research Society、医学博士

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

松尾壽子（まつお・としこ）
①教授
②1943年8月10日
③大分大学大学院教育学研究科修士課程
④母性看護学、介護
⑤第一福祉大学人間社会福祉学部教授
⑥看護援助学研究
⑦障害を持つ子どもの家族支援

■
大
学
院

北島政樹（きたじま・まさき）
①病院長／副学長･教授　②1941年8月2日　③慶應義塾
大学医学部卒　④消化器外科　⑤慶應義塾大学医学部教
授･病院長･医学部長　⑥先端医療と生命倫理―がんおよ
び移植医療―　⑦消化器がんにおけるセンチネルリンパ
節、がん幹細胞の研究　⑧日本外科学会指導医･名誉会員、
日本コンピュータ外科学会理事長、日本内視鏡外科学会
理事長、日本創傷治癒学会理事長、万国外科学会会長、米
国･英国･ドイツ･ハンガリー外科学会名誉会員、ヨーロッ
パアカデミー会員、日本学術会議会員、医学博士

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

鈴木映二（すずき・えいじ）
①精神科／教授　②1960年5月13日　③長崎大学医学部卒　④精神
科臨床一般、臨床精神薬理学　⑤北里大学医学部助教授、同大学院医療
系研究科兼担講師　⑦熱海地域における精神医療の実態調査、うつ病
の薬物療法と自殺防止の方策、SNAP25（神経伝達物質の放出を調節し
ているたんぱく質）と自傷･自殺などの衝動行為との関係についての遺
伝子改変マウスを用いた行動薬理学的実験　⑧北里大学医学部非常勤
講師、精神保健判定医、精神保健指定医、日本精神神経学会精神科専門
医制度指導医、臨床研修指導医、臨床精神神経薬理学会認定医、国際神
経精神薬理学会正会員、神奈川精神医学雑誌編集委員、医学博士

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

飯高喜久雄（いいたか・きくお）
①小児科／教授
②1947年1月14日
③慶応義塾大学医学部卒
④小児科･小児腎臓病
⑤北里大学医学部助教授、大和市立病院副院長
⑦小児腎疾患の臨床的研究　⑧慶応義塾大学医学部客員
准教授、米国小児科学会認定小児科医･小児腎臓病専門医、
日本小児科学会専門医･評議員、日本小児腎臓学会指導医･
評議員、日本透析学会指導医

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

杉浦 芳章（すぎうら・よしあき）
①外科、消化器センター／教授 ②1941年12月16日 ③慶応義塾大学医学部卒 ④
消化器の手術、特に肝胆膵癌の手術 ⑤防衛医科大学校助教授 ⑥外科学 ⑦肝胆膵
悪性腫瘍の診断と外科治療。胃癌、食道癌は胃カメラで、大腸癌は大腸ファイバーで生検
することが出来る。つまり正確な組織診を得ることが出来る。肝胆膵癌は画像による診
断である。この点PET、アンギオCT、内視鏡超音波など最新の診断機器が三田病院には
ある。この5月に小生、折口信人、加藤悠太郎、加藤亜裕のベテラン･中堅どころ4人と肝
胆膵のチ－ムを組ませて頂いた。肝中央2区域切除、門脈合併膵頭十二指腸切除などメ
ジャー手術が4例、腹腔鏡下胆摘術が4例と順調なスタ－トを切っている。内科の緻密な
診断、この分野に慣れていなかった看護師の熱心な取り組み、パラメディカルの協力、つ
まりチ－ム医療によるものである。北島政樹病院長のもと、今まで勉強してきたこと、鍛
えた技術を十分発揮して、三田病院の外科の一角を担って行きたい。 ⑧日本消化器外
科学会指導医、日本外科学会認定医、日本肝胆膵外科学会評議員、日本臨床外科学会評議
員、日本腹部救急医学会評議員、日本血管外科学会評議員、医学博士

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

佐藤 哲夫（さとう・てつお）
①呼吸器内科／教授　②1950年7月1日　③東京慈恵会医
科大学医学部卒　④肺線維症、呼吸器感染症、気管支喘
息　⑤東京慈恵会医科大学呼吸器内科助教授　⑥臨床呼
吸器内科学　⑦気管支喘息の病態解明、特にサイトカイ
ンとの関連、膠原病性肺疾患の病態、睡眠呼吸障害の病
態など　⑧医学博士、日本内科学会認定専門医･指導医、
日本呼吸器学会認定専門医･指導医･代議員、日本呼吸器
内視鏡学会認定専門医･指導医、日本呼吸リハビリテーシ
ョン学会評議員、米国呼吸器学会 active member

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

朝波惣一郎（あさなみ・そういちろう）
①歯科口腔外科部長／教授　②1941年11月18日　③東
京歯科大学卒　④口腔腫瘍および口腔インプラント　⑤
慶應義塾大学医学部助教授　⑥歯科学･口腔外科学　⑦口
腔癌の早期診断、即時埋入･即時加重のインプラントの有
用性、インプラントを応用した顎顔面再建　⑧日本口腔
外科学会評議員･指導医･専門医、顎顔面インプラント学
会理事･日本小児口腔外科学会理事、日本有病者歯科医療
学会理事、日本口腔粘膜学会評議員、日本頭頸部癌学会
評議員、日本歯科医療福祉学会評議員、歯学博士

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

伊藤聰一郎（いとう・そういちろう）
①整形外科部長／教授　②1957年7月14日　③東京医科
歯科大学医学部卒　④整形外科、特に手の外科と末梢神
経損傷の治療　⑤東京医科歯科大学医学部疾患遺伝子実験
センター助教授 ⑦電気刺激、及びポーリング処理を用い
た骨･軟部損傷の治癒促進、生体材料の開発と臨床応用化
⑧東京医科歯科大学臨床教授、日本整形外科学会認定医、
日本手の外科学会評議員、日本末梢神経学会評議員、日
本生体磁気刺激研究会評議員、東京都神経科学総合研究
所客員研究員、医学博士

■
化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

藤島浩（ふじしま・ひろし）
①眼科／教授
②1957年12月24日
③日本大学医学部卒
④アレルギー性結膜炎、角膜移植、ドライアイ
⑤慶應義塾大学医学部眼科講師
⑦アレルギー性結膜炎の病因
⑧眼科専門医、日本角膜学会評議員、医学博士、全日本
スキー連盟公認準指導員、眼アレルギー研究会評議委
員、Q＆Aでわかるアレルギー疾患編集委員

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

縄野繁（なわの・しげる）
①放射線科／教授　②1955年7月23日　③千葉大学医学部卒　④CT、MRI
診断、消化管診断、マンモグラフィ診断、コンピュータ支援診断　⑤国立
がんセンター東病院放射線部部長　⑦腹部3次元CT画像を利用したコンピ
ュータによる臓器抽出とそこから発生する腫瘍の自動抽出ならびに鑑別診
断。非剛体レジストレーションによる3次元CT画像の差分処理。コンピュ
ータ支援診断における読影医師の利用法に関する研究。 ⑧放射線科専門
医、核医学専門医、PET核医学認定医、検診マンモグラフィ読影認定医、
日本医学放射線学会代議員、日本磁気共鳴医学会評議員、コンピュータ支
援診断学会副会長、日本医用画像工学会常任幹事、医学博士

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

清宮良昭（せいみや・よしあき）
①作業療法学科教授　②1950年9月17日　③国立療養所
東京病院付属リハビリテーション学院作業療法学科卒業、
徳島大学大学院工学研究科後期課程エコシステム工学専攻
満期退学　④動作解析による動作方法の開発と福祉用具
の開発　⑤弘前大学医学部保健学科作業療法学専攻教授
⑥運動学、研究法概論　⑦手の構造的特徴と道具操作力
との関連から手機能障害に対する道具把持様式の開発　
⑧第33回日本作業療法学会会長、日本作業療法研究学会
機関紙編集委員長

■
小
田
原
保
健
医
療
学
部

佐藤拓夫（さとう・たくお）
①薬学科教授　②1948年6月5日　③東邦大学薬学部卒
④薬事管理学　⑤ブリストル･マイヤーズ（株）研究開発本
部薬事統括部長　⑥医療関係法規・日本薬局方、製薬企業
論、薬をつくる・そだてる、MR実践論、薬学英語演習III ⑦
医薬品開発に関わる薬事エキスパートの養成教育プログラム
の策定とトレーニングの実践に関する検討。特定保健用食品
の表示許可を目的とした食品効能試験に関する実施体制の検
討。⑧薬学博士、日本薬理学会学術評議員。趣味：登山（日
本100名山の踏破を目指して、現在までに93山踏破）

■
薬
学
部

旭満里子（あさひ・まりこ）
①薬学科教授　②1949年6月23日　③金沢大学薬学部薬
学科卒、金沢大学大学院自然科学研究科生命科学専攻（博
士）修了　④医療薬学　⑤信州大学医学部附属病院薬剤
部副薬剤部長　⑥医療薬学、臨床薬剤学、医薬品管理学、
医療系薬学実習　⑦薬物治療の薬学的管理から抽出した
プロブレムリストの構築と活用―医療薬学教育の充実と薬
剤管理指導の質の向上のために―　⑧日本医療薬学会評
議員、日本医薬品情報学会幹事、薬学博士

■
薬
学
部

教員氏名
①所属・職名　
②生年月日　
③最終学歴　
④専門分野　
⑤前職　
⑥授業担当科目　
⑦今後の研究課題　
⑧学会役職・その他

■
所
属

福岡リハビリテーション学部入学式
４月７日（土）、福岡リハビリテーション学部の入学式が、学部新入生195名、大学院
新入生23名を迎えて行われた。

「誓いのことば」を述べる福田翔子さん（言語聴覚学科） 言語聴覚学科開設記念祝賀会での鏡開き

Entrance
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in 2007



小
田
原
市
い
こ
い
の
森
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
新
入
生
、
在

学
生
、
教
職
員
が
「
親
睦
を
深
め
る
」「
小
田
原

を
知
る
」「
五
月
病
の
予
防
・
防
止
」
を
目
的
と

し
て
い
る
。
本
年
度
は
昨
年
度
同
様
、
小
田
原

市
い
こ
い
の
森
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
開
催

と
な
っ
た
。

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
日
和
。
新
入
生
、
在
学
生
、
教
職
員
総
勢

一
九
二
名
が
小
田
原
駅
西
口
よ
り
バ
ス
に
乗
り

込
み
、
い
こ
い
の
森
へ
と
向
か
っ
た
。
当
日
の

開
催
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
小
田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
に
誕
生
し
た
学
生
の
自
治
組
織
で
あ
る
学

友
会
が
中
心
と
な
り
、
準
備
・
設
営
を
行
っ
た
。

い
こ
い
の
森
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
の
炉
が
三

二
基
あ
り
、
新
入
生
、
在
学
生
、
教
職
員
は
学
友

会
が
中
心
と
な
っ
て
班
分
け
し
た
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準
備
を
開
始
し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
話
を
す
る
機
会
の
少
な
い

先
輩
や
担
任
以
外
の
教
員
な
ど
と
同
じ
班
に
な

る
こ
と
で
、
新
た
な
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
た
よ
う
だ
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準
備
に
は
、

調
理
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
火
を
お
こ
し
、

薪
を
組
ん
で
火
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
な

か
な
か
思
い
通
り
に
行
か
な
い
新
入
生
た
ち
で

あ
っ
た
が
、
次
第
に
慣
れ
、
い
よ
い
よ
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
本
番
へ
。
自
分
た
ち
が
調
理
し
て
焼
い

た
肉
や
野
菜
に
舌
鼓
を
打
つ
新
入
生
、
在
学
生
、

教
職
員
一
同
で
あ
っ
た
。

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
学
生

同
士
の
新
た
な
友
情
や
教
職
員
と
の
親
睦
を
今

ま
で
以
上
に
深
め
た
新
入
生
た
ち
。
学
外
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
て
、
小
田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
は
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
新
た
な

キ
ャ
ン
パ
ス
模
様
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
新
入
生

は
も
と
よ
り
、
在
学
生
に
も
良
い
経
験
と
な
っ

た
一
日
で
あ
っ
た
。

部
・
サ
ー
ク
ル
活
動―

―
八
団
体
が
部
に
昇
格

新
入
生
を
新
た
に
迎
え
た
小
田
原
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
昨
年
度
、
サ
ー
ク
ル
か
ら
部
へ
の
昇
格

を
申
請
し
て
い
た
八
団
体
に
対
し
て
、
部
へ
の

昇
格
が
正
式
に
決
定
し
た
。
昇
格
が
決
定
し
た

の
は
、

軽
音
サ
ー
ク
ル

バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル

野
球
サ
ー
ク
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

フ
ッ
ト
サ
ル
サ
ー
ク
ル

バ
ト
ミ
ン
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｅ
　
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

剣
道
部

の
八
団
体
。

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
学
し
て
一
年
が
経

過
し
、
部
や
サ
ー
ク
ル
が
活
発
に
活
動
を
始
め

て
い
る
。

昨
年
度
は
、

野
球
サ
ー
ク
ル

が
栃
木
本
校
野

球
部
と
親
善
試

合
を
二
回
行
っ

た
。
バ
レ
ー
サ

ー
ク
ル
は
、
秋

の
大
学
祭
（
潮

風
祭
）
期
間
中

に
目
白
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
と
親
善

試
合
を
戦
い
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

新
年
度
を
迎
え
て
新
た
に
サ
ー
ク
ル
と
し
て

学
生
団
体
の
設
立
を
許
可
さ
れ
た
の
は
、

硬
式
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

Ｏ
Ｂ
Ｒ
（
小
田
原
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー
ズ
）

の
二
団
体
。
今
後
の
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ

る
。

（
学
務
課
　
村
山
京
三
）
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言
語
聴
覚
学
科
は
、
四
一
名
の
新
入
生
を
迎

え
て
今
年
四
月
に
船
出
し
た
。
四
月
七
日
の
入

学
式
で
は
、
言
語
聴
覚
学
科
の
新
入
生
が
誓
い

の
こ
と
ば
を
力
強
く
述
べ
て
く
れ
た
。
入
学
式

後
は
、
九
、
一
〇
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

一
三
、
一
四
日
の
新
入
生
研
修
、
そ
し
て
大
学

に
お
け
る
初
め
て
の
講
義
を
経
験
し
、
学
生
達

に
と
っ
て
は
慌
し
く
過
ぎ
た
四
月
で
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
れ
で
も
五
月
か
ら
は
講
義
中
心
の
生
活

に
な
り
、
少
し
は
大
学
生
活
に
慣
れ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

対
象
者
の
利
益
を
最
優
先
す
る

言
語
聴
覚
士
を
育
て
る

さ
て
、
言
語
聴
覚
学
科
一
期
生
は
男
子
学
生

の
割
合
が
多
い
せ
い
か
、
元
気
が
良
い
。
し
か

し
、
そ
の
元
気
が
度
を
越
し
て
い
る
こ
と
が
な

い
か
、
少
し
心
配
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の

元
気
が
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
取
り
組
む
積
極
性

に
結
び
つ
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

言
語
聴
覚
障
害
学
概
論
な
ど
の
講
義
で
提
出
さ

せ
て
い
る
レ
ポ
ー
ト
は
、
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
形
式
も
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学

生
に
と
っ
て
は
、
一
つ
一
つ
の
こ
と
が
初
め
て

の
経
験
で
あ
り
、
教
官
に
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を

細
や
か
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
学
科
の
教
育
方
針
は
、

ど
の
よ
う
な
言
語
聴
覚
士
が
社
会
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
密
接
に
結
び
つ
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
理
論
と
技
術
に
基
づ
い
た
言

語
聴
覚
療
法
を
、
対
象
者
の
方
の
利
益
を
最
優

先
し
て
提
供
で
き
る
言
語
聴
覚
士
を
育
て
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
大
切
に
な
る
。

（
一
）
言
語
聴
覚
障
害
学
の
理
論
と
技
術
の
系
統

的
学
習

言
語
聴
覚
士
と
い
う
専
門
職
と
な
る
た
め

に
は
、
言
語
聴
覚
障
害
学
の
理
論
、
技
術
を

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
も
系
統
的
に
理
解
し
て
い
な
い
と
、
実

際
の
役
に
は
立
た
な
い
。
各
科
目
の
位
置
づ

け
を
し
っ
か
り
理
解
さ
せ
な
が
ら
指
導
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
修
得
し
た
知
識
・
技
術
の
実
践

修
得
し
た
知
識
と
技
術
を
対
象
者
の
方
に
実

践
す
る
の
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
演
習

や
実
習
を
通
じ
て
言
語
聴
覚
士
の
臨
床
に
必
要

な
こ
と
を
修
得
さ
せ
て
い
き
た
い
。
対
象
者
の

的
確
な
把
握
と
分
析
、
そ
れ
に
基
づ
く
訓
練
・

指
導
プ
ラ
ン
の
立
案
、
訓
練
・
指
導
の
実
施
、

再
評
価
と
い
う
臨
床
の
具
体
的
プ
ロ
セ
ス
に
沿

っ
て
指
導
し
、
臨
床
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
三
）
対
象
者
の
利
益
最
優
先
の
姿
勢

言
語
聴
覚
療
法
の
提
供
は
、
何
よ
り
も
対

象
者
本
位
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
対
象
者

の
利
益
を
最
優
先
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

言
語
聴
覚
学
科
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で

は
あ
る
が
、
他
学
科
の
経
験
を
参
考
に
し
て
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
優
れ
た
言
語
聴
覚
士
を
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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五
月
一
九
日
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

部
と
専
門
学
校
の
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
、
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
、
大
川
看
護
福
祉

専
門
学
校
に
よ
る
「
第
二
回
国
際
医
療
福
祉
大

学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
四
校
合
同
大
運
動
会
」
が

行
わ
れ
た
。
五
月
晴
れ
の
青
空
の
下
、
リ
ハ
学
部

新
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
約
一
二
〇
〇
人
が
集
結
し
た
。

鶴
大
輔
実
行
委
員
長
（
リ
ハ
学
部
Ｐ
Ｔ
三
年
）
の

開
会
宣
言
、
満
留
昭
久
学
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
各

校
の
代
表
者
四
名
に
よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓
に
よ

り
開
幕
。
競
技
は
、「
玉
入
れ
」「
綱
引
き
」「
障
害

物
競
走
」
な
ど
に
加
え
、
新
種
目
と
し
て
「
台
風

の
目
」「
大
縄
跳
び
」「
大
玉
こ
ろ
が
し
」
な
ど
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
と
さ
れ
る
競
技
が
増
え
、
学

校
対
抗
戦
ら
し
い
種
目
構
成
と
な
っ
た
。

昼
休
み
に
行
わ
れ
た
応
援
合
戦
は
、
本
年

度
よ
り
競
技
種
目
と
し
て
点
数
が
加
算
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
校
と
も

前
回
以
上
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
あ
っ

た
。
本
学
部
は
Ｏ
Ｔ
一
年
女
子
が
チ
ア
ガ
ー

ル
姿
で
登
場
し
、
見
事
に
息
の
合
っ
た
ダ
ン

ス
を
披
露
。
ポ
ン
ポ
ン
で
「
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
」
の

文
字
を
作
る
な
ど
、
短
期
間
の
練
習
と
は
思

え
な
い
完
璧
な
演
技
で
観
客
を
沸
か
せ
た
。
そ
の

後
、
さ
ら
し
を
巻
い
た
女
性
団
長
率
い
る
応
援
団

が
演
舞
を
披
露
、
見
事
一
位
を
獲
得
し
た
。

一
番
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
の
が
、
各
校
の

俊
足
自
慢
を
集
め
た
最
終
種
目
「
学
校
対
抗
リ
レ

ー
」。
前
半
出
遅
れ
た
リ
ハ
学
部
チ
ー
ム
だ
っ
た

が
、
徐
々
に
追
い
上
げ
一
着
で
ゴ
ー
ル
。
惜
し
く

も
総
合
優
勝
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
リ
ハ
学
部

は
準
優
勝
。
山
口
雅
也
高
邦
会
名
誉
理
事
長
よ
り

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

実
行
委
員
長
と
い
う
重
責
を
果
た
し
た
鶴
大
輔

さ
ん
は
「
約
半
年
前
か
ら
準
備
し
て
き
た
が
、
あ

っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
た
感
じ
が
し
た
。
一
つ
の

こ
と
を
実
行
委
員
の
み
ん
な
で
や
り
遂
げ
た
と
い

う
達
成
感
と
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
満
足

げ
な
様
子
だ
っ
た
。

（
広
報
係
　
吉
原
理
恵
）

四
校
合
同
大
運
動
会

下写真：一期生と深浦･新学科長

学校対抗リレーでリハ学部は見事
１位！

アイ･ユー･エイチ･ダブリュー、
チアガール！

ODAWARA Campus report 小田原キャンパスレポート
4s    s    s    s    s

大 川 キ ャ ン パ ス レ ポ ー ト
9s    s    s    s    s

言
語
聴
覚
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
て

下写真：新緑に包まれて憩いのひと時

言
語
聴
覚
学
科
長
　
深
浦
順
一

第4回第9回

新
入
生
を
迎
え

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施

新
入
生
を
迎
え
、
今
ま
で
以
上
に
賑
や
か
に
な
っ
た
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
。
入
学
式
か
ら
一
ヶ
月

が
経
過
し
、
新
入
生
も
大
学
生
活
に
慣
れ
始
め
た
ば
か
り
の
五
月
一
二
日
（
土
）、
開
学
か
ら
恒
例
と

し
て
い
る
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
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本
学
で
行
わ
れ
て
い
る
す
ぐ
れ
た
研
究
を
紹
介

す
る
「
研
究
最
前
線
」
の
第
三
回
は
、
在
宅
地
域

ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
取
り
上
げ
ま
す
。

在
宅
地
域
ケ
ア
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て

島
内
節
教
授
の
尽
力
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
在

宅
地
域
ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
田
原
保
健

医
療
学
部
の
教
員
が
行
う
各
専
門
分
野
で
の
研
究

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
研
究
セ
ン
タ
ー
独
自
の

研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
他
大
学
、
他
機
関

と
も
協
働
し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
一

九
年
度
の
研
究
に
つ
い
て
は
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

研
究
セ
ン
タ
ー
は
研
究
ば
か
り
で
な
く
、
研
究

成
果
の
地
域
社
会
へ
の
還
元
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
子
育
て
や
不
妊
な
ど
が
テ
ー
マ
の
講
演
会
、

介
護
予
防
な
ど
が
テ
ー
マ
の
シ
ル
バ
ー
大
学
や
成

人
学
校
、
保
健
医
療
専
門
職
が
対
象
の
研
修
会
、
行

政
機
関
の
行
う
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支

援
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
･
評
価
な
ど
で
す
。

ま
た
、
共
同
研
究
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ま
と
め
た

り
、
報
告
書
や
出
版
物
に
し
て
普
及
を
図
っ
て
い

ま
す
。「
保
健
医
療
福
祉
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
大
･
強
化
お
よ
び
在
宅
地
域
ケ
ア
の
質
の
向
上
」

が
研
究
セ
ン
タ
ー
の
願
い
で
す
。

次
に
、
研
究
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
多
く

の
研
究
の
う
ち
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

下
駄
型
ロ
ー
ラ
ー
ペ
ダ
ル
運
動
器
の
開
発

昇
の
ぼ
り

寛
ひ
ろ
し

准
教
授
（
理
学
療
法
学
科
）

骨
折
や
脳
卒
中
が
原
因
で
長
期
の
寝
た
き
り
生

活
や
低
運
動
性
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、
下

肢
筋
力
や
下
肢
各
関
節
可
動
域
や
下
肢
協
調
性
機

能
が
低
下
し
、
足
（
下
肢
）
の
運
動
能
力
が
衰
退

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
長
期
臥
床
者
や
低

運
動
性
高
齢
者
が
生
活
活
動
能
力
を
高
め
、
下
肢

関
節
固
有
感
覚
を
促
通
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昇
寛
准
教
授
は
「
下
駄
型
ロ
ー
ラ
ー
ペ
ダ
ル
運
動

器
」
を
考
案
、
開
発
し
ま
し
た
。

こ
の
下
駄
型
運
動
器
の
す
ぐ
れ
た
特
徴
は
二

つ
あ
り
ま
す
。

①
底
の
四
隅
に
ロ
ー
ラ
ー
が
埋
め
込
ま
れ
て
い

て
（
写
真
３
）、
床
面
を
滑
走
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
足
指
で
鼻
緒
を
挟
ん
で
運
動
器

全
体
を
固
定
し
、
自
由
に
床
面
を
滑
走
運
動

す
る
こ
と
で
、
股
関
節
、
膝
関
節
、
足
関
節

の
運
動
制
御
練
習
が
で
き
ま
す
。

②
鼻
緒
に
足
指
を
差
し
込
み
、
挟
み
続
け
る
こ

と
で
、
足
指
の
把
握
力
、
足
指
内
転
筋
の
強

化
運
動
が
で
き
ま
す
。
足
指
内
転
筋
運
動
は

足
指
屈
筋
活
動
も
活
発
に
促
進
し
、
立
位
バ

ラ
ン
ス
の
向
上
に
役
立
ち
ま
す
。

こ
の
運
動
器
は
携
帯
可
能
で
、
病
室
や
自
宅
で

簡
便
に
使
用
で
き
、
異
な
る
肢
位
や
体
位
に
も
容

易
に
適
応
し
ま
す
。
下
肢
に
変
形
性
関
節
症
な
ど

の
疾
患
を
持
つ
人
は
座
位
で
使
用
で
き
（
写
真
４
）、

寝
た
き
り
状
態
の
人
は
仰
臥
位
の
ま
ま
ボ
ー
ド
を

ベ
ッ
ド
上
に
置
く
こ
と
で
使
用
で
き
ま
す
（
写
真

５
）。
こ
の
運
動
器
の
効
果
的
な
使
用
法
は
、
座
位

で
両
足
に
運
動
器
を
履
き
、
左
右
の
足
で
同
時
に

運
動
を
行
う
こ
と
で
、
両
足
の
協
調
性
運
動
（
関

節
固
有
感
覚
促
通
運
動
）
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
運
動
器
を
履
い
た
二
人
が
向
い
合
せ
に
椅
子
に

座
り
、
パ
ッ
ク
を
蹴
り
あ
う
ゲ
ー
ム
運
動
を
行
え

ば
、
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
下
肢
関
節
固
有
感
覚

促
通
運
動
が
期
待
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
運
動
器
は
特
許
庁
に
特
許
出
願
中

で
す
。
（
構
成
･
出
版
広
報
室
　
山
内
邦
雄
）
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五
月
一
八
日
、
高
木
理
事
長
一
行
が
三
年
半

振
り
に
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
た
。
こ
れ
は
五
年
間
に
わ
た
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）

に
よ
る
本
学
と
同
セ
ン
タ
ー
と
の
「
中
国
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ひ
と
ま
ず
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
（
現
在
は
一
年
間
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業

高
木
理
事
長
が

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究

セ
ン
タ
ー
を
訪
問

務
を
実
施
中
）。

中
国
障
害
者
連
合
会
の
湯
理
事
長
（
前
同
セ

ン
タ
ー
長
）、
李
同
セ
ン
タ
ー
長
ら
幹
部
の
出
迎

え
が
あ
り
、
会
談
で
は
一
九
九
六
年
の
Ｔ
Ａ
Ｏ

（
ア
ジ
ア
初
の
衛
星
を
利
用
し
た
遠
隔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
教
育
）
か
ら
始
ま
っ
た
技
術

協
力
や
、
本
学
学
生
の
夏
季
海
外
研
修
を
は
じ

め
と
し
た
広
範
囲
に
及
ぶ
交
流
を
振
り
返
り
、

成
果
の
確
認
を
行
っ
た
。
双
方
が
「
十
年
を
超

え
る
お
互
い
の
信
頼
と
友
好
関
係
の
確
立
」
を

強
調
し
、
湯
理
事
長
か
ら
は
「（
中
国
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
発
展
に
お
け
る
）
貴
校
の

取
り
組
み
に
深
く
感
謝
す
る
」
と
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
た
。
本
学
は
、
教
員
派
遣
や
大
学
院
修

士
課
程
へ
の
研
修
員
受
入
れ
な
ど
の
ほ
か
に
、

独
自
に
フ
ル
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
の
学
部
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て

き
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
活
動
は
、
外
務
省
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

経
済
成
長
め
ざ
ま
し
い
中
国
で
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
発
展
、
そ
し
て
お
互
い
の

将
来
を
熱
く
語
り
合
い
な
が
ら
、
旧
交
を
温
め

る
訪
問
で
あ
っ
た
。（
東
京
事
務
所
　
総
務
部
）

Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
。
そ
の
規
格
自

体
も
表
す
）
と
は
、
各
種
の
工
業
製
品
の
標
準

規
格
を
定
め
る
国
際
的
な
機
関
で
、
皆
様
は
こ

の
数
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

０
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
と
い
う
名
称
で
見
覚
え

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
福

祉
用
具
に
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
が
あ
る
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
車
い
す
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
杖

な
ど
の
歩
行
補
助
具
、
ス
ト
ー
マ
、
リ
フ
ト
な

ど
多
く
の
福
祉
用
具
に
つ
い
て
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
が
あ

り
ま
す
。

五
月
九
日
、
一
〇
日
の
両
日
、
青
山
に
新
し

く
出
来
た
ば
か
り
の
大
学
院
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
歩
行
補
助
具
を
対
象

と
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
作
業
部
会
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
１
７

３
／
Ｗ
Ｇ
１
／
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の

田
中
繁
（
大
学
院
・
福
祉
援
助
工
学
分
野
）
が

昨
年
の
一
月
一
日
よ
り
部
会
の
議
長
を
務
め
て

お
り
、
就
任
一
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
議
長
国

で
の
開
催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
ど
の
正
式
メ

ン
バ
ー
が
八
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
一
五
名
ほ

ど
で
し
た
。
八
名
の
う
ち
外
国
か
ら
の
参
加
は

ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
韓
国
で
、

こ
の
他
ア
メ
リ
カ
の
会
社
の
日
本
法
人
か
ら
一

名
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は
、
国
内

の
関
連
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
方
々
、
国
内

の
業
界
団
体
の
関
係
者
、
そ
し
て
大
学
院
の
学

生
な
ど
で
し
た
。

こ
の
作
業
部
会
（W

orking
G
roup：

Ｗ

Ｇ
）
で
は
杖
、
歩
行
器
、
歩
行
車
な
ど
の
歩
行

補
助
具
の
規
格
に
つ
い
て
の
議
論
を
し
て
い
ま

東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

Ｉ
Ｓ
Ｏ
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
る

す
が
、
今
回
の

主
な
議
題
は
杖

な
ど
の
先
に
付

け
る
「
先
ゴ
ム
」

の
耐
久
性
と
、

杖
の
一
種
で
あ

る
エ
ル
ボ
ー
ク

ラ
ッ
チ
の
試
験

方
法
に
関
す
る

こ
と
で
し
た
。

耐
久
性
の
規
格

は
日
本
か
ら
提

案
さ
れ
た
も
の

で
、
こ
の
会
議

の
直
前
に
議
題

と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
メ
ン
バ
ー
国
の
過

半
数
の
賛
成
で
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
試

験
の
方
法
、
試
験
回
数
、
試
験
荷
重
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
開

催
予
定
の
次
の
会
議
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

二
日
間
の
会
議
は
か
な
り
詰
め
て
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
初
日
の
夜
に
は
事
務
局
と
な
っ
て
い

る
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
の
主
催
に
よ
る
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ま
た
二
日
目
の
昼
に

は
大
学
主
催
の
昼
食
会
が
、
眼
下
に
日
本
庭
園

な
ど
が
見
え
る
虎
ノ
門
に
あ
る
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
昼
食
会
で
は
開
原
成
允
大
学
院
長

に
よ
る
挨
拶
の
後
、
各
国
の
参
加
者
が
に
ぎ
り

寿
司
な
ど
の
日
本
食
や
色
々
な
料
理
を
立
食
形

式
で
味
わ
い
な
が
ら
、
交
友
を
深
め
ま
し
た
。

会
議
と
共
に
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
印
象
深

い
二
日
間
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
会
議
の

開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
大
学
そ
の
他
の
関

係
者
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
大
学
院
教
授
　
田
中
繁
）
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T
o

p
ic

s

ト
ピッ
ク
ス

小
田
原
保
健
医
療
学
部

在
宅
地
域
ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

責
任
者
　
島
内
節
　
看
護
学
科
長
･
教
授

第
三
回

研
究
最
前
線

学科 研究分野 代表研究者 研究テーマ

看護

基礎・感染看護学 操華子 術後補助療法目的で外来化学療法を受けている大腸がん
患者の栄養状態の推移と有害事象、QOLに関する調査

小児・家族看護学 村田惠子
障害児の在宅ケア向上のための家族ケアプログラムの
開発―施設・地域連携型継続ケアシステムと家族中心
ケアの統合的アプローチ―

リプロダクティブヘルス
看護学 井村真澄 日本における母乳育児支援の専門家育成教育プログラム

の開発

成人看護学 藤村龍子 循環器疾患患者のための家族ケアプログラムの開発と成
果の研究

精神看護学 荻野雅 長期在院精神障害者の退院援助評価スケールの開発と有
効性の検証

在宅ケア看護学 片倉直子 精神疾患をもつ社会復帰施設利用者に対する看護師の
健康相談の有効性に関する研究

地域看護学 荒木田美香子 特別養護老人ホーム介護職への「腰痛リスクマネジメ
ントプログラム」の開発

老年看護学 薬袋淳子 小田原市高齢者健康推進事業―地域つくり、そして、
団塊の世代円滑地域デビューに向けて―

理学療法

理学療法評価学 昇寛 簡易圧感覚検査器“Sensory Measure”の考案と作製

運動療法学 昇寛 関節固有覚運動装置“Roller Pedal”の考案と作製－
臥位での下肢運動促進装置－　*特許申請中　

作業療法

地域精神保健福祉 山路博文 研究1 うつ予防スケールの信頼性・妥当性の検討
研究2 睡眠の質の検討

作業療法治療学 森田千晶 乗馬療法における簡易型効果判定スケールの開発

リハビリテーション工学 窪田聡 座位における体幹運動計測装置の開発

在宅地域ケ
ア研究セン
ター

在宅地域ケア研究セン
ター

島内節 在宅End of Life Careにおける国際共同研究による標
準化と実用化および教育ツールの普及　*特許申請　

島内節 在宅軽度要介護高齢者の自立促進の国内外調査に基づ
く利用者・専門職への教育ツールの開発

島内節 在宅クリニカルパスの開発

西田幸典 在宅ケアにおける診療報酬の改訂を求める政策研究

●平成19年度在宅地域ケア研究センター
研究テーマ（リブライフ社委託研究）

４ ３ １

２
５

下駄型ローラーペダル運動器

記念撮影

高
木
理
事
長
を
囲
ん
で
、
湯
理
事

長
（
右
）、
李
セ
ン
タ
ー
長
（
左
）

一
行
と
中
国
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

と
の
会
談

会議の様子。右より、議長（田中教授）と各国のエキスパート
（ノールウェー、フィンランド、韓国）



保
健
医
療
学
部
言
語
聴
覚
学
科
で
は
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
四
月
三
日
、
こ
れ
か
ら
総
合
実
習

に
出
る
前
の
四
年
生
に
対
し
て
、
総
合
臨
床
能
力

評
価
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
を
実
施
し
た
。
学
生
は
当
日
、

成
人
言
語
、
小
児
言
語
、
発
声
発
語
、
聴
覚
の
四

領
域
に
つ
い
て
、
そ
の
場
で
種
々
の
検
査
、
評
価

を
行
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
評
価
の
視
点
は
、
①

基
本
的
態
度
（
表
情
、
身
だ
し
な
み
、
声
の
大
き

さ
等
）、
②
会
話
技
術
（
成
人
及
び
小
児
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
を
持
つ
方
々
と
の
会
話
）、
③
検

査
技
術
（
標
準
失
語
症
検
査
、
純
音
聴
力
検
査
、
口

腔
視
診
等
）
と
し
た
。
学
科
教
員
が
演
じ
る
対
象

者
を
前
に
、
学
生
は
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い

評
価
項
目
に
つ
い
て
、
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
真
剣

に
取
り
組
ん
だ
。
結
果
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た

が
、
終
了
後
学
生
は
「
知
識
不
足
を
痛
感
し
た
」

「
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を

見
つ
け
た
」
な
ど
、
ペ
ー
パ
ー
試
験
で
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
強
い
危
機
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
学
科
で
は
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
臨
床
能
力
評
価
実
施
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

（
言
語
聴
覚
学
科
准
教
授
　
森
田
秋
子
）

初
め
て
の
総
合
臨
床
能
力
評
価

国
際
医
療
福
祉

大
学
・
高
邦
会
グ

ル
ー
プ
は
質
の
高

い
チ
ー
ム
医
療
に

貢
献
で
き
る
医
師

を
育
成
す
る
た
め

に
、
平
成
一
七
年

よ
り
グ
ル
ー
プ
と

い
う
特
長
を
活
か

す
「
中
央
臨
床
研

修
委
員
会
」
と
い

う
形
で
、
臨
床
研

修
指
定
病
院
（
国

際
医
療
福
祉
大
学

病
院
、
熱
海
病
院
、
三
田
病
院
、
高
木
病
院
）
の

支
援
、
研
修
医
の
募
集
・
合
同
研
修
の
企
画
・
指

導
医
の
養
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
と
同
様
、
今
年
も
四
月
一
九
〜
二
一
日
の

三
日
間
、
四
病
院
の
初
期
研
修
医
二
一
名
を
一
同

に
集
め
、
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
学
本
校
を
皮
切
り
に
、
栃
木
・
東
京
・

熱
海
地
区
の
施
設
を
見
学
し
、
高
木
理
事
長
、
谷

学
長
を
は
じ
め
多
数
の
方
々
か
ら
、
医
師
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
に
あ
た
り
、
人
格
涵

養
、
医
療
安
全
な
ど
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
は
じ
め
が
肝
心
」。
右
も
左
も
ま
だ
わ
か
ら
な

い
研
修
医
の
方
々
に
、
研
修
の
方
向
性
を
示
し
て

い
た
だ
い
た
意
義
深
い
企
画
で
あ
っ
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。
開
催
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
中
央
臨
床
研
修
委
員
会
委
員
長
　
村
山
史
雄
）

初
期
臨
床
研
修
医
の
グ
ル
ー
プ

合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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保
健
医
療
学
部
看
護
学
科
で
は
四
月
二
一
日
、

若
葉
が
芽
生
え
る
那
須
高
原
で
、
仲
間
や
教
員

と
の
親
睦
を
深
め
、
学
生
生
活
に
溶
け
込
む
第

一
歩
に
な
る
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ア
ー
を
実
施
し
た
。

簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
緊
張
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
小

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
一
人
一
分
間
の
自
己
紹

介
を
行
っ
た
が
、
自
分
の
個
性
を
言
葉
や
体
で

表
現
し
、
仲
間
の
話
を
熱
心
に
聞
く
姿
が
見
ら

れ
、
相
互
理
解
が
深
ま
っ
た
。
お
互
い
の
顔
と

名
前
を
覚
え
打
ち
解
け
た
と
こ
ろ
で
、
各
グ
ル

ー
プ
に
与
え
ら
れ
た
「
お
題
」
を
、
体
の
み
で

会
場
の
仲
間
に
表
現
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
移
っ

た
。
お
互
い
の
知
恵
を
出
し
合
っ
て
練
習
を
行

う
中
で
よ
り
交
流
が
深
ま
り
、
本
番
で
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
る
表
情
が
生
き

生
き
と
若
者
ら
し
さ
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
陶
芸

等
の
体
験
学
習
で
は
、
創
造
性
豊
か
な
形
や
絵

な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
器
が
出
来
上
り
、
お
互
い

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

八
割
の
学
生
が
親
睦
深
ま
っ
た
と
！

に
品
評
し
あ
い
、
独
自
性
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

帰
り
の
バ
ス
で
は
一
段
と
会
話
が
弾
ん
だ
。

（
看
護
学
科
講
師
･
一
学
年
担
当
　
糸
井
裕
子
）

看
護
学
科
で
は
、
今
年
度
の
入
学
生
か
ら
改

編
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
改
編
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
全
体
を
一
三
二
単
位
か
ら
一

二
七
単
位
に
ス
リ
ム
化
し
、
よ
り
看
護
学
に
特

化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
看
護
の
対
象
を
生
活
機
能
障
害
（
国
家

試
験
出
題
基
準
に
準
拠
）
と
し
、
医
学
や
他
の

領
域
の
知
識
を
看
護
学
に
含
め
、
人
々
の
生
活

機
能
障
害
に
対
す
る
看
護
実
践
力
を
養
う
看
護

学
教
育
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
「
解
剖
学
」「
生
理
学
」「
疾
病
論
」

を
「
生
体
形
態
論
」「
生
体
機
能
論
」「
機
能
障

害
論
」
と
科
目
名
を
改
め
、
看
護
学
学
習
と
の

関
連
性
を
明
確
に
し
た
体
系
的
な
編
成
と
し
た
。

ま
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
演
習
」
や
「
看
護

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
」
を
通
し
て
医
療

人
と
し
て
の
人
間
関
係
能
力
を
養
い
、
他
の
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
と
協
働
し
な
が
ら
主
体
性
を
も
っ

た
看
護
実
践
能
力
の
発
揮
で
き
る
人
材
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
同
時
進
行
の
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
融
和
さ
せ
な
が
ら
の
導
入
で
あ
る
。
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
卒
業
生
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
看
護
学
科
副
学
科
長
･
教
務
担
当
　
藤
本
幸
三
）

●
看
護
学
科
の
公
開
学
習
会
に
ご
参
加
を

テ
ー
マ
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
を
磨
く

日
時
　
九
月
一
日
（
土
）
一
〇
時
〜
一
五
時
頃

場
所
　
本
校
構
内
（
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

参
加
費
　
三
五
〇
〇
円
（
資
料
･
昼
食
代
込
）

看
護
学
を
創
造
し

臨
床
に
翔
く
看
護
師
を
育
成

―
改
編
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

医
療
経
営
管
理
学
科
が
事
務
局
を
務
め
る
日
本

Ｄ
Ｐ
Ｃ
協
議
会
の
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
が
五
月
一
九

日
、
札
幌
で
開
か
れ
た
。
同
会
は
こ
れ
ま
で
の
Ｄ

Ｐ
Ｃ
病
院
協
議
会
の
活
動
を
継
承
し
、
今
秋
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
一
日
当
り
疾
患
別
定
額
払
い
方
式
）

は
、
急
性
期
病
院
の
経
営
の
要
と
な
る
だ
け
に
関

心
が
高
く
、
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
病
院
や
医
療
関
連

企
業
の
関
係
者
、
診
療
情
報
管
理
士
ら
二
四
三
人

が
参
加
、
厚
生
労
働
省
企
画
官
や
高
橋
泰
学
科
長

の
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
課
題
や
将
来
」
の
講
演
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
今
後
は
名
古
屋
、
福
岡
、
大

阪
、
東
京
な
ど
全
国
五
会
場
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
う
。

医
療
の
高
度
化
、
情
報
化
に
伴
い
役
割
が
増

し
、
資
格
取
得
者
も
一
万
三
〇
〇
〇
人
を
超
え

た
「
診
療
情
報
管
理
士
」。
こ
れ
ま
で
複
数
の
職

能
団
体
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
「
日
本
診
療

鳥
羽
教
授
、

診
療
情
報
管
理
士
会
代
表
に

第
一
回
Ｄ
Ｐ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
を

札
幌
で
開
催

情
報
管
理
士
会
」
に
一
本
化
さ
れ
、
医
療
経
営

管
理
学
科
の
鳥
羽
克
子
教
授
が
、
四
月
の
設
立

研
修
会
で
会
代
表
の
執
行
部
会
長
に
選
ば
れ
た
。

（
医
療
経
営
管
理
学
科
）

「
眼
の
大
切
さ
、
見
え
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
視
機
能
療
法
学
科
教

授
陣
を
は
じ
め
、
外
部
か
ら
も
講
師
を
お
招
き

し
て
イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
公
開
講
座
を
一
〇
月

四
日
か
ら
開
講
い
た
し
ま
す
。
会
場
は
大
田
原

本
校
Ｆ
一
〇
一
教
室
、
時
間
は
各
回
と
も
に
一

八
時
三
〇
分
か
ら
一
九
時
三
〇
分
、
受
講
料
は

全
八
回
三
〇
〇
〇
円
（
事
前
登
録
）、
一
回
五
〇

〇
円
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お

問
合
せ
、
お
申
込
み
は
八
月
一
日
よ
り
総
務
課

1

〇
二
八
七
（
二
四
）
三
〇
〇
〇
ま
で
。

（
視
機
能
療
法
学
科
）

イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
公
開
講
座
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日程 テーマ 講師 所属等

10月 4日 小児の視機能とその異常 新井田孝裕
藤田純子

視機能療法学科教授
視機能療法学科講師

10月11日 目に効く食べ物 宇賀茂三 視機能療法学科教授

10月18日 ドライアイの方の
コンタクトレンズ使用法 宇津見義一 日本眼科医会理事

視機能療法学科非常勤講師

10月25日 白内障について 小原喜隆 視機能療法学科教授

11月1日 近視矯正手術最前線 小松真理 視機能療法学科教授
（山王病院）

11月8日 目の成人病とその予防 山田徹人
小町祐子

視機能療法学科准教授
視機能療法学科講師

11月15日 めがね、なるほど話し 三柴恵美子 視機能療法学科講師

11月22日 見えにくい時は？
－視能訓練士の立場から－ 三輪まり枝 国立身体障害者リハビリテー

ションセンター視能訓練士

数
年
前
の
秋
、
京
都
で
学
会
が
あ
っ
た
折
、

少
し
時
間
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
京
都

駅
周
辺
を
散
策
し
て
み
た
。
北
口
を
で
て
、
西

に
向
か
う
。
目
指
す
は
新
撰
組
ゆ
か
り
の
「
油

小
路
」
で
あ
る
。

北
辰
一
刀
流
の
剣
客
に
し
て
国
学
に
深
く
、
勤

皇
攘
夷
派
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
伊
東
甲
子
太

郎
は
、
既
に
新
撰
組
に
入
隊
し
て
い
た
同
門
の

藤
堂
平
助
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
元
治
元
年
（
一

八
六
四
）
新
撰
組
に
入
隊
し
た
。
弁
舌
鮮
や
か

で
論
が
立
ち
、
す
ぐ
に
新
撰
組
参
謀
と
い
う
要

職
に
つ
い
た
。
新
撰
組
隊
士
の
中
に
も
、
伊
東

の
論
に
傾
倒
す
る
者
が
多
く
で
た
。
一
方
、
真

面
目
一
辺
倒
で
「
武
」
を
唯
一
の
精
神
的
支
柱

に
す
え
、
隊
規
か
ら
外
れ
る
者
を
粛
清
と
い
う

名
の
も
と
に
暗
殺
ま
た
は
切
腹
で
隊
を
ま
と
め

て
き
た
近
藤
勇
、
土
方
歳
三
ら
は
何
と
な
く
面

白
く
な
い
。
伊
東
派
と
近
藤
派
の
間
に
次
第
に

精
神
的
な
溝
が
出
来
た
の
は
自
然
の
成
り
行
き

と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
近
藤
、
土
方
は
佐
幕
派

だ
っ
た
か
ら
、
理
屈
の
上
で
も
伊
東
の
勤
皇
思

想
に
は
な
じ
め
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
新
撰
組
内
部
事
情
を
伏
線
と
し
て
、

か
ね
て
か
ら
勤
皇
を
公
言
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ

た
伊
東
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
三
月
光
明

天
皇
の
御
陵
衛
士
を
拝
命
し
、
伊
東
派
一
門
を
つ

れ
て
新
撰
組
を
去
っ
た
。
そ
し
て
幕
府
転
覆
を
狙

っ
て
い
る
薩
摩
藩
の
大
久
保
一
蔵
（
利
通
）
や
中

村
半
次
郎
（
桐
野
利
秋
）
ら
と
盛
ん
に
通
じ
た
。

当
初
、
近
藤
ら
と
伊
東
は
「
攘
夷
」
と
い
う
点
で

意
見
の
一
致
を
見
て
い
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
伊

東
は
完
全
に
幕
府
の
敵
、
新
撰
組
の
敵
と
み
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
て
慶
応
三
年
一
一
月
一
八
日
。
近
藤
は
「
時

勢
を
語
り
た
い
」
と
い
う
内
容
の
手
紙
を
伊
東

に
送
り
、
自
分
の
妾
宅
に
伊
東
を
呼
ん
で
し
た

た
か
に
酔
わ
せ
た
。
伊
東
は
自
分
の
論
力
に
自

信
が
あ
っ
た
し
、
近
藤
の
純
朴
そ
う
な
態
度
と

甘
言
に
も
だ
ま
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
午
後
一

〇
時
頃
、
酔
い
酔
い
の
状
態
で
伊
東
は
妾
宅
を

辞
し
、
歩
き
出
し
た
。
寒
月
が
輝
き
、
静
ま
っ

た
京
の
町
を
冷
気
が
包
ん
で
い
た
。
伊
東
が
千

鳥
足
で
油
小
路
ま
で
歩
い
て
き
た
時
、
塀
の
わ

き
か
ら
突
如
凶
刃
が
閃
き
、
肩
か
ら
喉
に
か
け

て
ブ
ッ
ツ
リ
と
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
伊
東
は

槍
を
刺
さ
れ
た
ま
ま
、
襲
い
掛
か
っ
て
き
た
一

人
を
袈
裟
懸
け
に
切
っ
た
と
い
う
か
ら
、
や
は

り
並
々
な
ら
ぬ
剣
客
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
槍

が
抜
か
れ
る
と
出
血
著
し
く
、
伊
東
は
絶
命
し

た
。
新
撰
組
に
謀
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

新
撰
組
は
伊
東
の
死
体
を
油
小
路
七
条
の
辻

に
捨
て
置
い
て
、
御
陵
衛
士
の
仲
間
が
引
き
取

り
に
来
る
の
を
待
ち
伏
せ
し
た
。
御
陵
衛
士
の

服
部
武
雄
、
毛
内
有
之
介
、
藤
堂
平
助
は
新
撰

組
隊
士
と
散
々
に
斬
り
合
っ
た
が
闘
死
。
翌
朝

の
油
小
路
は
血
し
ぶ
き
が
板
戸
に
飛
び
散
り
、
そ

こ
か
し
こ
に
指
や
肉
片
が
落
ち
て
い
た
と
い
う
。

以
上
、
子
母
澤
寛
、
司
馬
骰
太
郎
の
本
を
読
ん

で
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

私
が
見
た
油
小
路
は
明
る
い
秋
の
日
が
差
し
、

仏
具
や
和
菓
子
の
店
が
軒
を
並
べ
て
い
る
何
の
変

哲
も
無
い
小
路
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
雲
が
日
を

さ
え
ぎ
り
暗
く
な
っ
た
時
、
伊
東
の
千
鳥
足
で
歩

く
姿
、
物
陰
で
息
を
ひ
そ
め
潜
伏
し
て
い
る
新
撰

組
隊
士
の
姿
が
一
瞬
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

こ
の
と
き
の
記
憶
は
今
も
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
。

知
識
と
現
場
で
の
経
験
は
重
層
的
な
記
憶
と
な

っ
て
保
存
さ
れ
や
す
い
の
だ
ろ
う
。
学
生
さ
ん
た

ち
に
も
重
層
的
記
憶
術
を
お
勧
め
す
る
。

私の主張 第5回 ｢油小路｣の記憶 橋本律夫国際医療福祉大学病院
神経内科／教授

真剣に検査に取り組む学生（右）と
それを評価する教員（中央）

大学本校での記念撮影

新入生オリエンテーションツアー

鳥羽克子教授
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四
月
一
八
日
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
と
福
岡
県
立
大
川
樟
風
高
校
（
大
川
市
）
と

の
高
大
連
携
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
福
岡
県

で
の
大
学
と
県
立
高
校
と
の
高
大
連
携
は
五
例

目
で
、
筑
後
地
区
で
は
初
め
て
の
こ
と
と
な
る
。

講
座
は
一
〇
月
二
四
日
ま
で
、
リ
ハ
学
部
の

講
義
室
等
で
実
施
さ
れ
る
。
大
川
樟
風
高
校
の

生
徒
六
〇
名
が
放
課
後
や
夏
休
み
を
利
用
し
て

大
学
を
訪
れ
、「
医
療
･
福
祉
の
世
界
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
二
･
三
年
生
対
象
の
講
座
（
計
二
五

回
）
を
受
講
す
る
ほ
か
、
一
年
生
を
対
象
と
し

た
体
験
入
学
な
ど
も
行
わ
れ
る
。
受
講
生
に
は

本
学
よ
り
修
了
証
を
授
与
し
、
高
校
で
は
保
健

科
の
増
加
単
位
と
し
て
一
単
位
が
与
え
ら
れ
る
。

講
座
に
先
立
ち
、
四
月
一
七
日
に
リ
ハ
学
部

で
調
印
式
が
行
わ
れ
、
協
定
書
を
交
わ
し
た
。

上
田
廣
志
校
長
が
「
生
徒
達
の
知
的
好
奇
心
の

刺
激
に
な
り
、
進
路
や
職
業
選
択
の
動
機
づ
け

に
な
る
」
と
述
べ
、
こ
れ
に
対
し
満
留
昭
久
学

部
長
は
「
学
問
や
研
究
を
す
る
喜
び
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
応
え
た
。

（
広
報
係
　
吉
原
理
恵
）

リ
ハ
学
部
と
大
川
樟
風
高
校
と
の

高
大
連
携
講
座
が
ス
タ
ー
ト

今
、
病
院
で
は
、
診
療
情
報
管
理
、
医
事
、
情

報
処
理
、
が
ん
登
録
な
ど
の
知
識
を
も
っ
て
診

療
情
報
を
分
析
で
き
る
人
材
へ
の
要
望
が
高
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
材
を
仮
に
「
診
療

情
報
ア
ナ
リ
ス
ト
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
、
大

学
院
で
は
、
そ
の
本
格
的
な
養
成
コ
ー
ス
を
開

設
す
る
予
定
で
あ
る
。
分
野
責
任
者
と
し
て
、
本

年
四
月
か
ら
日
本
診
療
情
報
管
理
士
会
会
長
に

就
任
さ
れ
た
鳥
羽
克
子
教
授
を
迎
え
る
。
す
で

に
診
療
情
報
管
理
士
の
資
格
を
持
つ
人
に
適
当

な
コ
ー
ス
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
医
療
福
祉
分
野
を
再
編
し
、
新
た
に

「
先
進
的
ケ
ア
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
研
究
分
野
」

を
開
設
す
る
。
福
祉
の
現
場
で
密
接
に
関
連
し

て
い
る
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
介
護
」
を
複
合
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ｅ
│

乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
開
始

大
学
院
で
は
、
五
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
公
開
講
座
「
ｅ-

乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
」

を
開
始
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
（
Ｖ
Ｏ

Ｄ
）
講
座
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
回
線
と
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、
時
間
・

場
所
を
問
わ
ず
受
講
が
可
能
で
あ
り
、
特
に
社

会
人
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。
ま
た
、
講
座
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
同
時

中
継
も
試
験
的
に
開
始
。
随
時
受
講
受
付
中
な

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
大
学
院
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
　
大
澤
倫
子
）

大
学
院
に
来
年
度
開
設
予
定
の

新
分
野

14

放
射
線
･
情
報
科
学
科
准
教
授

土
屋
仁
　

著
者
の
名
前
を
聞
い
て
「
あ
の
人
か
！
」
と
思
わ
れ

た
方
は
か
な
り
の
囲
碁
通
で
あ
る
。
彼
の
職
業
は
棋
士

で
あ
る
。
そ
し
て
天
衣
無
縫
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ

り
、
放
蕩
息
子
な
ら
ぬ
放
蕩
オ
ヤ
ジ
と
言
う
べ
き
か
も

知
れ
な
い
。
こ
の
本
に
は
、『
男
』
が
一
度
は
夢
に
見

る
彼
の
半
生
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
生

は
重
い
。
人
は
大
な
り
小
な
り
、
幾
つ
か
の
修
羅
場
を

乗
り
越
え
て
き
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
修
羅
場

の
重
さ
が
違
う
の
で
あ
る
。
サ
ラ
金
裁
判
の
第
一
号
で

あ
り
、
生
活
は
そ
の
日
暮
し
だ
っ
た
と
い
う
が
、
碁
の

研
究
の
道
だ
け
は
残
し
て
お
い
た
と
い
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
彼
は
言
う
の
で
あ
る
。「
酒
に
飲
ま
れ
る
く
ら
い

な
ら
、
飲
ま
な
け
れ
ば
良
い
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
身
を
崩

す
と
思
っ
た
ら
、
近
づ
か
な
い
ほ
う
が
い
い
」
と
言
い

切
っ
て
い
る
こ
と
に
彼
の
人
生
観
が
あ
る
。
彼
は
、
名

人
位
を
は
じ
め
多
く
の
タ
イ
ト
ル
を
持
ち
な
が
ら
も
、

自
分
は
ヘ
ボ
だ
と
言
う
。
そ
し
て
、「
も
し
、
碁
の
神

様
が
存
在
し
、
神
が
百
知
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

自
分
は
五
か
十
で
あ
ろ
う
」
と
断
言
す
る
。

十
数
年
前
に
亡
く
な
っ
た
、
東
京
大
学
病
院
（
第
三

内
科
）
の
沖
中
重
雄
教
授
（
若
い
方
は
ご
存
じ
な
い
か

も
知
れ
な
い
が
‥
‥
と
に
か
く
凄
い
先
生
）
が
定
年
退

職
さ
れ
る
と
き
に
、「
自
分
は
一
四
･
五
％
も
の
誤
診

を
し
て
い
た
」
と
言
っ
て
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
こ

と
が
あ
る
。
当
時
彼
も
ま
た
「
内
科
の
神
様
」
と
ま
で

言
わ
れ
た
人
で
あ
る
。
私
は
こ
の
本
を
読
み
な
が
ら
、

こ
の
二
人
に
人
生
の
共
通
点
を
み
た
思
い
が
す
る
の
で

あ
る
。

の
おすすめ
本

私 第5回
人
生
、
意
気
に
感
ず

藤
沢
秀
行
著

ご
ま
書
房
（
一
九
九
八
年
、
一
四
〇
〇
円
）

ダ
ン
ス
部

保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
三
年

ダ
ン
ス
部
部
長

秋
元
拓
也

私
た
ち
ダ
ン
ス
部
は
学
内
の
サ
ー
ク
ル
で
は

一
、
二
を
争
う
大
き
な
団
体
の
一
つ
で
す
。
現

在
、
部
員
数
は
五
二
人
。
新
入
生
や
新
し
い
仲

間
を
迎
え
て
、
ま
す
ま
す
活
気
あ
ふ
れ
た
部
活

に
な
っ
て
い
ま
す
。

練
習
日
は
月
、
水
、
金
曜
日
を
中
心
に
体
育

館
で
踊
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
曜
日

は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
外
な
ど
で
自
主
的
に
練
習

し
て
い
ま
す
。
普
段
の
練
習
は
全
員
そ
ろ
っ
て

基
礎
練
習
を
し
た
り
、
個
人
的
に
踊
っ
た
り
、
好

き
な
音
楽
を
か
け
、
皆
で
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま

す
。
部
活
の
活
動
内
容
は
、
四
月
に
新
入
生
歓

迎
の
イ
ベ
ン
ト
、
六
月
に
は
部
外
の
人
と
も
踊

れ
る
イ
ベ
ン
ト
、
一
〇
月
に
大
学
祭
（
風
花
祭
）

イ
ベ
ン
ト
、
そ
し
て
一
二
月
に
は
那
須
野
が
原

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
大
田
原
市
）
を
借
り
切

っ
て
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
私
た
ち
の
活
動
は
学
内
だ
け
に
留
ま

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ダ

ン
ス
を
披
露
し
た
り
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
踊
っ
た
り
、
地
域
の
方
々
と
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
お
祭
り
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
た
り
な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
ダ
ン
ス
部
は
、
自
分
た
ち
の
力
で
イ

ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
部
員
同
士
の
意
見
の
食
い
違

い
や
衝
突
は
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
皆

で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
話
し
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
成
長

す
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
も
成
長
で
き
る

素
晴
ら
し
い
場
な
の
で
す
。
ま
た
ダ
ン
ス
部
は

部
員
が
多
い
た
め
、
他
学
科
生
と
の
交
流
が
広

が
り
、
自
分
自
身
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

好
き
な
音
楽
も
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
も
、
今
勉
強
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ

に
違
う
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
こ
の
ダ
ン

ス
部
。
私
た
ち
は
「
ダ
ン
ス
」
と
い
う
一
つ
の

も
の
を
通
し
て
仲
間
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
好
き
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
楽
し
さ
や

お
客
さ
ん
の
前
で
踊
る
気
持
ち
よ
さ
と
い
う
の

は
、
仲
間
が
い
て
こ
そ
の
も
の
で
す
。
そ
ん
な

素
敵
な
場
所
こ
そ
が
ダ
ン
ス
部
で
す
。

新
入
生
歓
迎
会
に
て

サークル
紹
介

第
二
回

協定書を取り交わす満留学部長（右）と
上田校長

第１回目の授業を行う田原弘幸理学療法
学科長

医
療
福
祉
学
部

保
健
医
療
学
部

一般企業

一般企業

平
成
一
八
年
度
卒
業
生
の
進
路

（
本
校
学
生
課
）

本学 全国

受験区分 受験者数
(名)

合格者数
(名) 合格率 合格率

保健師 115 112 97.4% 99.0%

助産師 5 4 80.0% 94.3%

看護師 116 110 94.8% 90.6%

理学療法士 100 99 99.0% 93.2%

作業療法士 89 88 98.9% 85.8%

言語聴覚士 88 75 85.2% 54.5%

視能訓練士 43 43 100.0% 95.3%

診療放射線
技師 106 103 97.2% 76.5%

社会福祉士 149 91 61.1% 27.4%

精神保健
福祉士 21 21 100.0% 60.3%

平成１８年度 国家試験受験結果

※本学の合格率は新卒者の合格率。全国の合格率には既卒者や大卒者
以外も含む。

(本校教務課）



本
年
度
の
「
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式

会
社
奨
学
生
」
一
〇
名
、
お
よ
び
「
国
際
医
療

福
祉
大
学
奨
学
生
」
二
六
名
が
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
次
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

●
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生

五
月
二
八
日
、
東
京
都
中
央
区
明
石
町
の
ニ

ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
本
社
に
お
い

て
、
同
社
の
岡
崎
名
誉
会
長
、
立
山
社
長
、
本

学
の
高
木
理
事
長
、
谷
学
長
、
開
原
大
学
院
長
、

佐
々
木
学
生
部
長
ら
の
列
席
の
も
と
、
同
奨
学

生
一
〇
名
の
認
証
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
奨
学
生
制
度
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
有
為
な
専
門
職
の
育
成
を
目
指
す
本
学
の
趣

旨
に
賛
同
し
た
同
社
に
よ
り
、
平
成
九
年
に
同

社
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

設
け
ら
れ
た
。
奨
学
金
は
原
則
と
し
て
卒
業
ま

で
支
給
さ
れ
、
返
還
の
必
要
は
な
い
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
平
成
一
八
年
度
ま
で
に

八
一
名
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
な
お
今
年
度

の
応
募
者
は
四
六
名
だ
っ
た
。

平
成
一
九
年
度
奨
学
生
決
定

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

六
月
二
六
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

の
表
彰
式
が
栃
木
本
校
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
制
度
で
は
、
年
間
授
業
料
の
半
額
が
免

除
さ
れ
る
。

（
本
校
学
生
課
）

平
成
一
八
年
度
の
決
算
は
薬
学
部
と
福
岡
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
開
設
二
年
目
で
あ

り
、
さ
ら
に
小
田
原
保
健
医
療
学
部
が
開
設
初

年
度
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
施
設
や
教
育
用
機
械

装
置
や
機
器
備
品
等
に
加
え
て
人
的
に
も
先
行

平
成
一
八
年
度

国
際
医
療
福
祉
大
学
決
算
報
告

投
資
を
進
め
た
年
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
新
設
三
学
部
の
進
行
年
次
中
長
期
事
業
計

画
の
途
上
に
あ
る
今
期
で
も
一
六
億
の
減
価
償

却
前
利
益
を
確
保
す
る
事
が
で
き
、
基
本
金
は

こ
の
三
年
間
で
一
〇
〇
億
の
増
加
を
み
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
施
設
設
備
を
充
実
し
て
規
模
が

拡
大
し
て
い
る
事
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
、
平
成

二
二
年
度
の
新
設
三
学
部
が
揃
っ
た
完
成
年
度

を
迎
え
る
と
、
今
期
に
対
し
て
約
二
二
億
の
増

収
と
な
り
、
財
務
体
力
・
経
営
内
容
と
も
に
飛

躍
的
に
向
上
す
る
事
に
な
る
。

（
経
理
部
長
　
鐘
江
高
之
）
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▼　国際医療福祉大学病院 10287-37-2221 http://www.iuhw.ac.jp/hospital/mainpage.htm

▼　国際医療福祉大学熱海病院　10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp/

施設インフォメーション

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

「
看
護
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

毎
年
五
月
一
二
日
は
「
看
護
の
日
」、
そ
し
て

一
二
日
を
含
む
週
の
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
が
「
看

護
週
間
」
で
す
。
熱
海
病
院
看
護
部
で
は
『
看

護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
、
地
域
の
方
々
と
「
交
流
を
深
め
、
看
護

を
理
解
し
て
頂
く
」
事
を
目
的
に
、
五
月
一
五

日
、
恒
例
の
看
護
の
日
記
念
行
事
を
行
い
ま
し

た
。
約
一
〇
〇
名
の
方
々
が
、
各
種
健
康
チ
ェ

ッ
ク
や
健
康
相
談
、
健
康
食
品
の
試
食
や
作
り

方
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
温
か
な

雰
囲
気
の
中
で
健
康
に
対
す
る
関
心
を
深
め
る

事
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。（看

護
部
）

第
二
七
回
院
内
学
術
懇
話
会

当
院
で
は
院
内
学
術
懇
話
会
を
定
期
的
に
開

催
し
、
各
部
署
間
の
情
報
交
換
や
各
職
員
の
技

術
レ
ベ
ル
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
五
月

二
五
日
、
第
二
七
回

の
院
内
学
術
懇
話
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
演
題
は
左
記
の

通
り
で
、
約
一
〇
〇

名
の
職
員
が
参
加

し
、
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

●
臨
床
検
討
会

―
―
司
会
　
栗
山
学
（
泌
尿
器
科
教
授
）

一
、
高
血
圧
―
病
因
と
治
療
に
つ
い
て

岸
本
隆
則
（
第
一
三
共
株
式
会
社
）

二
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
―
熱
海
病

院
に
お
け
る
「
急
性
期
型
病
院
」
と
は
？

①
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
趣
旨
に
つ
い
て

栗
山
学
（
司
会
）

②
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
―
病
院
（
医
療
施
設
）

の
機
能
的
分
類
に
つ
い
て

吉
野
雪
菜
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）

③
医
師
の
立
場
か
ら

高
梨
吉
則
（
病
院
長
）

④
看
護
師
の
立
場
か
ら

大
川
ノ
ブ
子
（
看
護
部
長
）

⑤
事
務
の
立
場
か
ら
―
急
性
期
型
病
院
の
必
要

性
に
つ
い
て

大
杉
俊
介
（
事
務
部
長
）

⑥
総
合
討
論

●
第
二
五
回
Ｃ
Ｐ
Ｃ

―
―
司
会
　
北
洞
哲
治
（
内
科
教
授
）

他
院
Ｃ
Ｔ
に
て
膵
癌
と
診
断
さ
れ
、
剖
検
に

て
奇
妙
な
膵
変
化
を
認
め
た
七
九
歳
男
性
例

臨
床
―
河
合
貞
幸
（
研
修
医
）

北
洞
哲
治
（
内
科
）

病
理
―
北
村
　
創
（
病
理
学
）

（
総
務
課
）

IUHW 2007.7.1017

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
で
救
急
訓
練
を
実
施

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
で
は
井
上
善
英
副
セ
ン

タ
ー
長
の
指
導
の
も
と
、
救
急
訓
練
を
半
年
に

一
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ

ッ
フ
は
、
事
務
、
検
査
技
師
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
、
保
健
師
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
で
あ
り
、
日

頃
常
に
緊
急
事
態
を
経
験
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
た
め
、
救
急
外
来
に
移
送
す
る
ま
で
の
一

次
救
命
処
置
を
繰
り
返
し
訓
練
し
て
い
ま
す
。

急
変
時
の
想
定
に
つ
い
て
は
毎
回
設
定
を
変
え

て
い
ま
す
。
第
三
回
目
の
今
回
は
四
月
一
八
日
、

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
の
ジ
ャ
グ
ジ
ー
で
利
用
者

が
心
肺
停
止
状
態
と
い
う
設
定
の
も
と
、
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
グ
ジ
ー
か
ら
引
き
上
げ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動

器
）
を
使
用
す

る
際
も
水
滴
を

十
分
拭
き
取
る

な
ど
細
心
の
注

意
を
払
い
、
真

剣
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

今
後
も
医
療
安
全
管
理
室
主
催
の
講
習
会
な
ど

へ
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
方
々
に
安
心
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一

丸
と
な
り
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
保
健
師
　
嶋
村
寿
江
）

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

五
月
一
二
日
の
「
看
護
の
日
」
を
記
念
し
て
、

一
週
間
遅
れ
の
一
九
日
に
、
今
年
も
「
ふ
れ
あ

い
看
護
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
高
校
生
を
病
院
に
招
待
し
、
一

日
を
通
し
て
看
護
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
応
募
者
が
多
く
、
五
名
予
定
の
所
、

一
一
名
（
男
子
生
徒
一
名
含
む
）
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
県
南
の
地
域
か
ら
来
た
高
校
生
も

い
る
ほ
ど
で
し
た
。
午
前
中
に
そ
れ
ぞ
れ
各
病

棟
に
分
か
れ
、
先
輩
看
護
師
に
付
い
て
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
実
際
に
患
者
様
と
接
す
る
実
習

だ
っ
た
の
で
、
高
校
生
に
と
っ
て
は
よ
い
体
験

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

午
後
に
は
総
合
受
付
を
会
場
に
、
毎
年
恒
例
の

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
る
ド
ナ
ル
ド

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
を
中
心
に

入
院
患
者
様
も
集
ま
り
、
ド
ナ
ル
ド
の
類
ま
れ
な

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
大
勢
の
人
達
に
楽
し
ん
で

頂
き
ま
し
た
。

（
総
務
課
　
田
代
靖
）

附
属
病
院 N

ew
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Facilities

施
設
イ
ン
フォメー
ション

●
保
健
医
療
学
部

﹇
看
護
学
科
﹈

小
口
恵
理
子
（
二
年
）

清
野
　
忍
（
三
年
）

宮
田
紗
奈
世
（
四
年
）

﹇
理
学
療
法
学
科
﹈

安
部
泰
広
（
二
年
）

佐
藤
亜
美
（
三
年
）

大
友
雄
矢
（
四
年
）

﹇
作
業
療
法
学
科
﹈

本
間
千
尋
（
二
年
）

藤
林
智
子
（
三
年
）

中
川
真
理
（
四
年
）

﹇
言
語
聴
覚
学
科
﹈

成
塚
和
泉
（
二
年
）

磯
侑
里
子
（
三
年
）

横
倉
郁
乃
（
四
年
）

﹇
視
機
能
療
法
学
科
﹈

大
谷
聡
子
（
二
年
）

小
原
千
佳
（
三
年
）

大
門
一
海
（
四
年
）

﹇
放
射
線
・
情
報
科
学
科
﹈

阿
部
晃
大
（
二
年
）

田
代
和
也
（
三
年
）

菅
田
一
歩
（
四
年
）

●
医
療
福
祉
学
部

﹇
医
療
経
営
管
理
学
科
﹈

阿
久
津
有
美
（
二
年
）

藤
本
か
お
り
（
三
年
）

元
木
萌
依
子
（
四
年
）

﹇
医
療
福
祉
学
科
﹈

阿
部
　
南
（
二
年
）

小
磯
拓
也
（
三
年
）

深
川
修
平
（
四
年
）

●
薬
学
部

﹇
薬
学
科
﹈

清
水
香
那
子
（
二
年
）

柳
澤
照
史
（
三
年
）

●
保
健
医
療
学
部

﹇
看
護
学
科
﹈

村
中
智
彦
（
二
年
）

﹇
理
学
療
法
学
科
﹈

徳
永
亮
太
（
二
年
）

李
徳
盛
（
二
年
）

﹇
言
語
聴
覚
学
科
﹈

遠
藤
聖
美
（
二
年
）

熊
倉
亜
紗
子
（
二
年
）

﹇
放
射
線
・
情
報
科
学
科
﹈

甲
木
聡
美
（
二
年
）

●
医
療
福
祉
学
部

﹇
医
療
福
祉
学
科
﹈

根
本
任
子
（
二
年
）

●
薬
学
部

﹇
薬
学
科
﹈

土
子
雄
太
（
二
年
）

神
崎
愛
実
（
二
年
）

●
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

﹇
作
業
療
法
学
科
﹈

飯
盛
由
季
（
二
年
）

ジャグジーから引き上げる

ＡＥＤを使用

附
属
病
院

院長先生と小さな看護師さん。看護の日にて

奨
学
生
氏
名

奨
学
生
氏
名

科目 本年度末 前年度末 増減

資産の部

固定資産 41,662,163 40,882,957 779,206

有形固定資産 40,798,491 40,154,912 643,579

土地 11,875,118 11,868,433 6,685

建物 20,375,490 20,450,285 △ 74,795

構築物 1,211,551 624,596 586,955

教育研究用機器備品 4,959,275 5,303,129 △ 343,854

その他の機器備品 1,161,892 1,267,530 △ 105,638

図書 527,355 443,828 83,527

車輌 12,694 11,047 1,647

建設仮勘定 675,116 186,064 489,052

その他の固定資産 863,672 728,045 135,627

借地権 2,190 2,040 150

電話加入権 3,010 3,010 0

水道施設利用権 542 722 △ 180

有価証券 425,000 425,000 0

長期貸付金 58,675 43,500 15,175

差入保証金 364,255 243,773 120,482

学科増設引当特定資産 0 0 0

長期預け金 10,000 10,000 0

流動資産 7,305,116 8,731,311 △ 1,426,195

資産の部　合計 48,967,279 49,614,270 △ 646,991

負債の部

固定負債 8,565,201 6,388,263 2,176,938

流動負債 8,316,761 11,271,168 △ 2,954,407

負債の部　合計 16,881,962 17,659,431 △ 777,469

基本金の部 0

第１号基本金 38,336,346 35,313,428 3,022,918

第２号基本金 0 0 0

第４号基本金 1,384,000 812,000 572,000

基本金の部　合計 39,720,346 36,125,428 3,594,918

消費収支差額の部

翌年度繰越消費支出超過額 7,635,029 4,170,588 3,464,441

消費収支差額の部 合計 △ 7,635,029 △ 4,170,588 △ 3,464,441

負債の部、基本金の部
および消費収支差額の部　合計 48,967,279 49,614,270

0
△ 646,991

貸借対照表 平成19年3月31日 （単位:千円）消費収支計算書
本年度（自　平成18年4月 1日　至　平成19年3月31日）
前年度（自　平成17年4月 1日　至　平成18年3月31日）

（単位:千円）

科目　 摘要 本　年　度 前　年　度 増　　減

消費収入の部

学生生徒等納付金 6,360,874 5,497,819 863,055

手数料 233,275 276,319 △ 43,044

寄付金 372,881 826,770 △ 453,889

事業収入 213,970 294,243 △ 80,273

医療収入 13,227,324 10,357,481 2,869,843

資産運用収入 56,391 24,229 32,162

補助金 907,284 2,389,154 △ 1,481,870

雑収入 367,828 223,302 144,526

資産売却収入 400 2,688 △ 2,288

帰属収入合計 21,740,227 19,892,005 1,848,222

基本金組入額 △ 3,594,918 △ 4,376,834 781,916

消費収入合計 18,145,309 15,515,171 2,630,138

消費支出の部

人件費 9,350,956 7,698,510 1,652,446

教育研究経費 2,103,903 2,047,940 55,963

医療経費 6,034,824 4,469,503 1,565,321

管理経費 3,986,100 3,648,924 337,176

借入金等利息 133,967 87,625 46,342

資産処分差額 0 500,908 △ 500,908

徴収不能引当金繰入 0 2,432 △ 2,432

消費支出合計 21,609,750 18,455,842 3,153,908

消費収支差額 △ 3,464,441 △ 2,940,671 △ 523,770
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国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

三
田
病
院
で
は
、
四
月
よ
り
病
院
長
が
交
代

す
る
と
と
も
に
、
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
建

替
え
に
伴
う
新
し
い
診
療
科
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、

新
年
度
を
新
た
な
体
制
で
迎
え
ま
し
た
。

病
院
長
に
は
、
前
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
教

授
で
あ
り
、
日
本
外
科
学
会
の
会
長
や
日
本
癌

治
療
学
会
の
理
事
長
を
歴
任
し
、
八
月
に
は
万

国
外
科
学
会
を
会
長
と
し
て
主
催
す
る
世
界
的

な
消
化
器
外
科
医
で
あ
る
北
島
政
樹
先
生
が
着

任
し
ま
し
た
。

ま
た
新
た
に
、
主
に
婦
人
科
癌
の
診
療
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
女
性
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン

タ
ー
長
・
清
水
敬
生
教
授
）、
入
院
だ
け
で
な
く

外
来
で
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
た
透
析
セ

ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
佐
藤
敦
久
教
授
）、
日

本
初
と
な
る
頭
蓋
底
外
科
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ

ー
長
・
鎌
田
信
悦
教
授
）
を
開
設
し
、
専
門
領

域
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

設
備
面
で
は
、
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ

の
ほ
か
、
高
速
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
と
血
管

造
影
装
置
を
複
合
し
た
Ｉ
Ｖ
Ｒ
‐
Ｃ
Ｔ
を
新
た

に
導
入
し
ま
し
た
。
最
新
鋭
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ

を
利
用
し
た
が
ん
重
点
健
診
や
、
ラ
ジ
オ
波
治

療
の
開
始
な
ど
、
が
ん
治
療
に
お
け
る
拠
点
病

院
と
し
て
の
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
　
杉
田
由
紀
）

◇
北
島
病
院
長
ご
挨
拶
◇

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
の
開
設
以
来

二
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
た
び
病
院

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
地
域
に

お
け
る
中
核
的
医
療
施
設
と
し
て
の
整
備
を
行

い
、
将
来
構
想
と
し
て
、
が
ん
治
療
拠
点
病
院

を
め
ざ
し
た
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
関
係
各
位
の
多

大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
、
着
々
と
体
制
が
整
い

つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

医
療
と
い
う
の
は
、
本
来
医
師
や
看
護
師
だ

け
が
行
う
も
の
で
は
な
く
、
他
の
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
（
医
師
以
外
の
医
療
福
祉
専
門
職
）
た
ち
と

互
い
に
連
携
し
な
が
ら
ケ
ア
に
あ
た
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
こ
の
チ
ー
ム
医
療
が
あ
っ
て
こ

そ
、
患
者
様
へ
質
の
高
い
医
療
を
ご
提
供
で
き

ま
す
。

当
院
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お

い
て
、
全
国
屈
指
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
国
際
医
療

福
祉
大
学
の
附
属
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
、

他
に
類
を
見
な
い
実
績
を
持
っ
た
医
師
集
団
に

よ
る
チ
ー
ム
医
療
を
組
み
合
わ
せ
、
最
高
レ
ベ

ル
の
医
療
を
ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
内
に
は
大
病
院
が
多
い
と
は
い
え
、
山
手

線
内
の
地
域
に
は
、
治
療
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
の
で
き
る

病
院
は
、
意
外
と
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
当
院
で

は
、
頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
や
脊
椎
・
脊
髄
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
手
術
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
対
応
で
き
る
医
療

機
関
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
治
療
に
お
き
ま
し
て
は
、
最
新

医
療
機
器
の
導
入
や
専
門
医
に
よ
る
診
療
体
制

の
充
実
を
行
っ
た
こ
と
で
、
皆
様
方
に
安
心
か

つ
安
全
な
医
療
を
ご
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
一
疾
患
に
対
し
、

多
く
の
診
療
科
が
共
通
の
視
点
に
立
ち
、
患
者

様
の
苦
し
み
を
共
有
し
な
が
ら
治
療
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

大
学
で
育
成
し
て
お
り
ま
す
医
療
・
福
祉
に

精
通
し
た
多
く
の
人
材
と
、
当
院
の
診
療
体
系

と
が
一
体
と
な
っ
て
チ
ー
ム
医
療
を
め
ざ
し
、

皆
様
方
か
ら
期
待
さ
れ
る
良
質
な
医
療
、
つ
ま

り
「
人
に
優
し
い
医
療
（
低
侵
襲
医
療
）」
お
よ

び
「
個
々
の
人
に
合
っ
た
医
療
（
個
別
化
医
療
）」

の
確
立
に
、
鋭
意
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。今

後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
、
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
青
山

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
青
山
が
ス
タ
ー
ト

四
月
に
開
設
さ
れ
た
、
医
療
法
人
財
団
順
和

会
に
よ
る
認
知
症
対
応
型
高
齢
者
共
同
生
活
介

護
施
設
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
青
山
」
で
は
、
季

節
に
合
わ
せ
て
月
一
回
、
行
事
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
を

散
歩
し
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
買
い
物
を

し
た
り
し
て
、
入
居
者
の
皆
様
は
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
居
者
の
皆
様
は
趣
味
や
特
技
な
ど
す
ば
ら

し
い
も
の
を
持
っ
て
お
り
、
今
後
そ
れ
を
活
か

せ
る
場
を
今
よ
り
も
よ
り
多
く
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
生
き
が
い
を
し
っ
か
り

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
充
実
し
た
毎
日

が
送
れ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
強
い
気
持
ち

で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
青
山
　
神
田
健
介
）

附
属
病
院

▼　グループホーム青山　103-3402-3155

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

楽しい食事の時間

ＩＶＲ-ＣＴ

▼　化学療法研究所附属病院 1047-375-1111 http://www.kaken-hp.or.jp/
施設インフォメーション

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

整
形
外
科
の
診
療
体
制
を
強
化
し
ま
し
た

整
形
外
科
部
長

伊
藤
聰
一
郎

こ
れ
ま
で
は
整
形
外
科
の
常
勤
医
が
不
在
で
、

週
に
一
度
非
常
勤
医
師
に
よ
る
外
来
診
療
が
行

わ
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
た
め
、
診
療
の
際
に

必
要
と
な
る
装
備
も
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ギ
プ
ス
セ
ッ
ト
や
シ
ー
ネ
は
も
と
よ
り
、

七
つ
道
具
の
一
つ
で
あ
る
ペ
ン
チ
等
よ
く
日
曜

大
工
で
用
い
ら
れ
る
工
具
も
常
備
さ
れ
て
い
ま

せ
で
し
た
。
手
術
場
に
外
科
の
器
具
は
揃
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
大
道
具
・
小
道
具
の
類
は
な

く
、
こ
れ
で
は
整
形
外
科
の
手
術
は
で
き
な
い

状
況
で
し
た
。
当
科
が
人
体
を
扱
う
大
工
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
院
内

が
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
ら
、
近
隣
に
お
い

て
も
当
院
整
形
外
科
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
認
知

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
、
当
初
の
仕
事
は
、

ま
ず
院
内
の
備
品
を
少
な
く
と
も
整
形
外
科
と

し
て
機
能
で
き
る
よ
う
最
低
限
の
装
備
を
し
、

医
師
会
や
消
防
署
へ
あ
い
さ
つ
回
り
に
行
く
こ

と
で
し
た
。

幸
い
し
た
の
は
、
税
所
病
院
長
や
永
田
事
務

局
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
院
内
が
一
丸
と
な
っ

て
新
生
化
研
病
院
を
作
ろ
う
と
い
う
気
運
が
強

く
、
職
員
が
整
形
外
科
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
た
。
五
月
に
入
る
と
こ
の
効

果
が
少
し
ず
つ
現
れ
、
は
じ
め
は
閑
古
鳥
が
鳴

い
て
い
た
外
来
に
も
定
期
的
に
患
者
様
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
手
術
件
数
も
徐
々
に

増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
当
科
に

お
け
る
手
術
症
例
の
第
一
例
目
が
某
セ
ク
シ
ョ

ン
の
責
任
者
と
い
う
の
も
、
い
か
に
職
員
が
当

科
の
立
上
げ
に
協
力
し
て
い
る
か
を
示
唆
し
て

お
り
ま
す
。

私
の
専
門
で
あ
る
手
の
外
科
は
基
本
的
に
外

傷
学
で
す
が
、
こ
の
地
域
に
は
高
齢
者
が
多
く
、

開
放
骨
折
や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
症
例
は
少
な
い

よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
骨
粗
鬆
症
を
基
盤
と

す
る
骨
折
（
多
い
順
に
、
脊
椎
圧
迫
骨
折
、
大

腿
骨
頚
部
骨
折
、
手
･
肘
関
節
骨
折
）
と
変
形

性
関
節
症
の
治
療
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
、

当
面
の
目
標
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
現
在
救

急
指
定
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
救
急
隊
の
要
請
に

も
柔
軟
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

後
救
急
車
に
よ
る
搬
送
が
徐
々
に
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る

よ
う
救
急
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
次
の
課

題
で
す
。
ま
た
Ｐ
Ｔ
五
人
、
Ｏ
Ｔ
三
人
、
Ｓ
Ｔ

二
人
と
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て
い
る

の
で
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
機
能
解
剖
を
理
解
し
、

疾
患
に
関
す
る
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
に
勉
強
会
を
開
い
て

お
り
ま
す
。
必
要
な
基
礎
知
識
を
持
っ
た
上
で
、

整
形
外
科
と
リ
ハ
ビ
リ
科
が
協
力
し
て
治
療
に

あ
た
り
、
高
齢
の
患
者
様
が
社
会
復
帰
で
き
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
、「
運
動
器
疾
患
の
総
合
的

治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
」
を
理
念
に
掲
げ
、
鋭
意
努

力
し
て
お
り
ま
す
。
新
生
化
研
病
院
が
一
日
も

早
く
独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
の
皆

様
の
ご
支
援
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
療
法
人
社
団
　
高
邦
会

シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
新
病
院
見
学
会
を
開
催

三
月
二
七
日
、
高
邦
会
主
催
に
よ
る
「
シ
ー

サ
イ
ド
も
も
ち
新
病
院
見
学
会
･
説
明
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
高
邦
会
が

二
〇
〇
九
年
の
完
成
を
目
指
し
て
、
福
岡
市
早

良
区
百
道
浜
で
病
院
の
建
設
等
を
進
め
て
い
る

「
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
共
同
事
業
」
の
現
地
見
学

や
懇
親
会
等
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
。
看
護
師
を

目
指
し
て
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
看
護
大
学

生
、
専
門
学
校
生
に
対
し
て
、
当
グ
ル
ー
プ
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
で
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
春
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
九
州
各
地
の
看
護
大
学
生
、
専
門
学
校
生

総
勢
約
一
七
〇
名
と
多
数
の
参
加
者
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
が
実
施
し
た

看
護
師
向
け
の
催
し
の
中
で
も
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
大
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

福
岡
タ
ワ
ー
の
一
階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
全

体
説
明
会
で
は
、
高
木
病
院
よ
り
古
賀
由
美
看

護
部
長
、
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
よ

り
田
中
明
美
看
護
部

長
、
そ
し
て
関
東
地

区
よ
り
関
連
病
院
看

護
室
の
山
本
典
子
看

護
室
長
が
各
病
院
の

看
護
職
の
方
に
対
す

る
取
り
組
み
等
を
説

明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
員
タ

ワ
ー
展
望
室
へ
移

動
。
高
さ
一
二
三
ｍ

の
展
望
室
か
ら
眺
め

る
新
病
院
の
建
築
現
場
の
様
子
に
参
加
者
は
感

激
し
た
面
持
ち
。
中
に
は
現
場
の
様
子
を
撮
影

す
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー

ホ
ー
ク
ホ
テ
ル
福
岡
で
の
懇
親
会
で
は
、
ラ
ン

チ
を
共
に
し
な
が
ら
、
教
員
や
病
院
関
係
者
等

が
学
生
達
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
す

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
新
し
い
病
院
が
出
来
る
と
聞
い
て
参
加
し
ま

し
た
。
予
想
以
上
に
大
き
い
の
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
福
岡
市
へ
の
就
職
を

希
望
し
て
い
る
と
い
う
熊
本
か
ら
の
参
加
者
。

参
加
者
の
方
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は

「
新
病
院
を
実
際
見
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
要
望

も
多
く
、
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
の
新
病
院
へ
の

関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

企
画
に
携
わ
っ
た
渡
邉
雄
二
高
邦
会
理
事
は

「
参
加
者
の
方
々
と
直
接
お
話
を
し
て
、
グ
ル
ー

プ
病
院
に
対
し
て
高
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
た
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
」
と
、

イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
手
応
え
を
感
じ
た
よ
う
で

す
。
夏
休
み
期
間
中
の
八
月
二
三
日
（
木
）
に
、

第
二
弾
の
説
明
会
実
施
を
計
画
中
で
す
。

（
九
州
広
報
　
原
田
ち
は
る
）

IUHW 2007.7.1019

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
千
葉
地
区
）

▼　医療法人社団 高邦会　10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org/

北島政樹病院長

リハビリスタッフと勉強会をす
る伊藤整形外科部長

s

展
望
室
よ
り
建
築
現
場

を
見
学
す
る
参
加
者

▲
グ
ル
ー
プ
の
概
要
説
明

に
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
参

加
者
も

参加者にあいさつをする渡邊雄二高邦会理事
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「医療福祉チャンネル774」おすすめの番組
医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、衛星放送スカイパーフェクＴＶ！774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

●医療福祉チャンネル774を見るには ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,940円（初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･410円がかかります）
法人契約･･･5,250円
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問い合わせください。
●視聴に関するお問い合わせは ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（（株）医療福祉総合研究所　お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    HP  www.iryoufukushi.com/

2007年度ドキュメンタリー映画上映館のご案内
恒例となりました、映画監督で本学客員教授の諏訪淳先生プロデユー
スによる「ドキュメンタリー映画上映館」を今年も開催しています。す
でに第3回までは上映済みですが、第4回以降の上映に多くの皆様のご
来場をお待ちしています。
ドキュメンタリー映画上映館
上映時間：18時10分～19時30分、入場無料
●第4回　10月31日（水）――テーマ：「文化と生活」
作品：『ある機関助手』（監督：土本典昭）

『イカロスの夢―ライト兄弟からジャンボまで―』（監督：中西直人）
●第5回　11月28日（水）――テーマ：「動物の探求」
作品：『サシバ海を渡るタカ』（監督：岩崎雅典）

『クロウサギの島―奄美の希少動物たち―』（監督：岩崎雅典）
●第6回　12月12日（水）――テーマ：「伝統芸能の世界」
作品：『上方歌舞伎・和事の伝承』（監督：船津一）

『黙阿弥・人と作品―「鼠小僧」を中心に―』（監督：船津一）

お知らせ IUHW Information

国際医療福祉大学アワー７月号
大学病院のナースに密着

大学病院で働く若きナースを特集。大学で学んだことだ
けにとどまらず、医療現場で求められることは多様かつ多
岐にわたります。人の命を預かる、失敗の許されない医療
現場で、緊張の日々を送りながら活躍する先輩ナースに密
着します。在宅医療や生活習慣病対策など、医療制度改革

において看護への期待が
高まるなか、積極的に院
内教育に取り組むなど、
ＩＨＷグループの充実し
た看護体制にも迫ります。

ケアマネジャー受験講座2007 介護福祉士受験講座2008
大好評の資格試験受験講座が始まりました！

日本で唯一の「医療と福祉の専門チャンネル」だからこその、充実した内容と最新情報をお届けします！「医療福祉チャ
ンネル774」で視聴するテレビ講座と、インターネットで学習するインターネット講座。忙しいあなたもマイペースで学習
できます。

国際医療福祉大学大学院　乃木坂スクール
理学療法トピックス
――呼吸理学療法対象者に対する評価とアプローチ

解剖・運動学・病態など基礎的事項と基本的な胸部レン
トゲンの見方、これを踏まえて急性期･周術期の呼吸管理を
学習し、また、慢性期の呼吸管理、ADL、QOLを検討しま
す。実技では、胸郭の柔軟性や呼吸状態を改善する徒手的

方法・基本的な呼吸方
法・機器を使用した方法、
各種呼吸手技について学
習します。（講義11回、
実技3回）

t現場で活躍する先輩ナースに
密着

t開原成允教授（国際医療福祉大学
大学院院長）

t小林雅彦教授（国際医療福祉大学
医療福祉学部医療福祉学科）

t丸山仁司教授（国際医療福祉
大学保健医療学部理学療法学
科長）
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◆テレビ講座 ◆インターネット講座

番組テキストを用い「視る」
「聴く」「読む」の繰り返しで、
無駄なく効率的に学習できま
す。

いつでも・どこでも・何度
でも。好きな時間に自分のペ
ースで学習できるインターネ
ット講座も大好評。
※詳細はこちらから
http://www.ch774.com/


